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                                        【まえがき】 

　この冊子は「江井ヶ島」の歴史と現在の姿について記述することを目的

とする。

　大久保町は明石市の西部にあるが、その大久保町の南西の海岸沿いに位

置する「江井ヶ島」はその地域の内、行政の地名表示では「明石市大久保

町江井島」「明石市大久保町西島」と「明石市魚住町金ケ崎」 の一部に分かれ、

東江井、西江井、東島の 3 地区は「大久保町江井島」、西島はそのまま「西

島」、柳井は「魚住町金ケ崎」となっている。　　

　昭和 26 年（1951）に大久保町、魚住村、二見町の 2 町 1 村が明石市に編入、

またこの合併に伴い柳井に住んでいる小学生が魚住小学校から江井島小学

校に学区変更された。

　江井ヶ島は播磨灘に面しており、後背地の肥沃な田畑にも恵まれ発展し

てきた漁業、海運業、農業などと共に、酒造や瓦製造など特色のある産業

も栄えて、明石市の中でも特筆すべき産業集積地であった。

　今の江井ヶ島は一戸建て、大型の集合住宅が増えて明石市の中でも新た

な転入者と昔からの住民とが混住している地域となっている。

　江井島小学校校区の東江井、西江井、東島、西島、柳井にある史跡、寺社、

公共機関、文教、人物、生活文化、産業、交通機関、病院などを記述対象

とする。
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江井ヶ島について

　「江井ヶ島」の名称を行政は「江井島」を採用しているが、郵便局の名称をはじめ「ヶ」を補った「江
井ヶ島」の表記をしているものも多い。なお「島」と「嶋」については新・旧字体の使用があり、本冊
子では現存している固有のものと古く文書に残っているものはそのままに使用したが特に指示のないも
のは「江井ヶ島」を使用した。
　地名の由来について『角川日本地名大辞典　兵庫県』（1988 年刊）によると、江井ヶ島は単に「島」
とも言い「鱏向島」とも称した。島のように突き出た港（江）で水（井）の豊かな村であったからとか、
良い（ええ）水のある村（島）であったからとか、淡路島の江井（旧 津名郡一宮町、現 淡路市）から
移り住んだ人がいたからとかの説も紹介している。
　それらの中で、文献等を参照しながら、詳しく記述する。 

　名前の由来
　江井ヶ島は静かな海から獲れる魚介類に富み、農耕に適した肥沃な野があり、豊かな生活と陸海の交
通の要衝として人・物の往来が盛んであった。
　江井ヶ島の名称には多くの説があり、多くの文献や伝承から江井ヶ島のいわれを探すとともに江井ヶ
島にある各村の歴史も同様に見ていきたい。「江井島」又は「江井ヶ島」とも書く。
　鎌倉期からの地名では播磨国明石郡のうち「栄島」「エイカ島」「営島」とも書き「江井崎」とも書いた。
　
（１）「向島という伝承に基づく命名」説

　奈良時代、行基が「五つの泊
とまり

（港）」を築き江井ヶ島に「魚
うおずみのとまり

住泊」を造った。完成を喜んで神仏に祈っ
ていると沖に大きな鱏

えい

が泳いで祝った。村民たちは酒をふるまって沖に帰した。以来ここを「鱏向島」
と呼び江井ヶ島となったと言う。これは長楽寺に伝わる縁起であるが、長楽寺に安置してある行基
の位牌に記されており江井ヶ島の名前はこの縁起が定説となっている。（詳細は「長楽寺」の項参照）

（２）「地域の場所、特色からついた名称」説
　「播州名所巡覧図絵」（注 1）には「江井が島　八木より西、西嶋、東嶋迄をいふ。今、西江井、東
江井と 2 村に分つ。郷

さとひと

人、相
あいつた

傳へて伝、此の兩
りょうそん

村は、舊
もと

は嶋にて釋
しゃく

の行基ノ築く所なり。故に嶋といふ。
地中、今も石木（注 2）など残れり（後略）」と言う記述が残っており、江井ヶ島の範囲と嶋の名称
のいわれが記載されている。
　語源から考えると「江」は海などが陸地に入り組んでいる所（換言すれば陸地が島のように突き
出た所）、「井」は井戸､ 泉または流水から用水を汲み取る所。「島」は周囲が水で囲まれた小陸地村
を意味する。
　つまり島のように海に張り出した岬の村で水の豊かな所になる。また「江井」とは海岸の湾入す
る地形をいう説もある。
　古い地図を広げてみると屏風が浦と呼ばれる中八木から江井ヶ島に延びる海側が崖になって、西
江井の住吉神社から東島にかけて南側に伸びる形となっている。その形から海に張り出す形がイメー
ジされたと思われる。

第
１
章　
　
江
井
ヶ
島
に
つ
い
て

第 1 章　
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（注 1）「播州名所巡覧図絵」は享
きょうわ

和 3 年（1803）に作成された大阪から赤穂までの旅行案内書。後
述の「赤根川河口と魚住泊」の項の写真を参照 ( 武庫川女子大所有 )

　（注 2）「石木」は「魚住泊の場所」の項を参照

（３）「他土地の地名からの説話」説 
　　　淡路の江井から移ってきた人がある（いる）から

（４）漁村としての漁獲説
　　　沖合でエイが良く獲れたから

（５）天皇に米飯の献上で「飯いしま（いいしま〜えいしま）」説
景
けいこう

行天皇（伝記伝承上の天皇で記紀（注）では皇室系図 12 代目・生没は不詳）が海路で西に向かっ
ているときに、ここに立ち寄り米飯の献上を受けたので飯島（いいしま〜えいしま）とつけたと言
われている。

（注）記紀は古事記と日本書紀とを合わせた略称

（６）「えい・えいしま・えいがしま」説
①文

ぶんあん

安 2 年（1445）の「兵
ひょうごきたせきいりふねのうちょう

庫北関入舩納帳」には「営嶋」または「栄嶋」の名がある。
同年の秋から冬にかけて営嶋・エイ船籍の船が住吉神事米などを運んで兵庫北関を通過している。

（直接的な名称の由来ではないが「江井ヶ島」関連名称が出てくる資料は下記の通り）
②治

じりゃく

暦 2 年（1066・平安中期）因幡国在庁官人船木範保（魚住景宗の祖）が住吉大神宮下司職に補
任され、魚住庄「江井」など三邑（三つの村）を賜ったと言う（幻雲文集）。

③延
えんぎょう

慶（えんぎょう・えんけいとも）4 年（1311・鎌倉後期）1 月より住吉領を号する江井崎船は
奈良東大寺領兵庫関の関税を全く支払わなくなった。（応

おうちょう

長元年八月「僧如道申状案」東大寺文書・
1311 鎌倉後期）。

④貞
じょうわ

和（ていわとも）3 年 / 北朝、正
しょうへい

平 2 年 / 南朝（1347・室町前期）6 月 24 日広峯社（現姫路市）
の社家刑

ぎょうむもりのぶ

部守延は「エイカ嶋」などにあった檀那（檀家）などを息女に譲与した（「刑部守延譲状」
広峯文書）。

⑤長
ちょうきょう

享 2 年（1488）4 月 10 日、1 年分 3,600 束の柴がエイ島から年貢として京都相
しょうこくじいんりょうけん

国寺蔭涼軒に
納められている（蔭涼軒目録）。

⑥天
てんぶん

文（てんもんとも）6 年（1537）4 月 5 日、浄土寺（小野市）に到着した西国巡礼の中に江井
嶌住人教観がいた（浄土堂壁板落書）。

　
　
　
　
　

第
１
章　
　
江
井
ヶ
島
に
つ
い
て
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第
１
章　
　
江
井
ヶ
島
に
つ
い
て

　奈良時代

　奈良時代は江井ヶ島に大きな影響を与えた時代であった。
　明石という国があったことや魚住泊が出来たことで海運交通の要衝としての基礎を築いた結果、商用
としての港の活用や後年の三木合戦における江井ヶ島の発展に寄与していった。
　「国

こ く ぞ う ほ ん ぎ

造本紀」（注 1）、「続
し ょ く に ほ ん ぎ

日本紀」（注 2）では大化の改新（645 年）以前の播磨地方には西部に
針
はりまのくに

間国、中部に針
はりまかものくに

間鴨国、東部に明
あかしのくに

石国が存在していたと伝えられている。この明石国は現在の明石地
方を中心にしていたと考えられるが諸説ある。
　応

おうじん

神天皇（編注 : 記紀に記された天皇、在位は西暦 400 年前後、大和政権の絶頂期）の時、
都
つ み じ の す く ね

弥自宿禰が赤
あかいし

石の国
くにのみやつこ

造（注 3）に任命されたと伝えられるなど明石地域は比較的早くから大和政権の
海部として位置づけられてきたものと考えられる。
　一方、奈良時代以降の平安から戦国時代後半までの史料が殆どなく記述することが出来ず残念である。

（注 1） 　国造本紀は古代の史書。大化の改新以前の畿内の大
や ま と

倭から南海の多
た ね
褹まで全国各地の国造

の名をあげ、その系譜と位、官職を記している。
（注 2） 　続日本紀は六

ろ っ こ く し

国史の 1 つで 40 巻。日本書記の後を受け文
も ん む

武天皇（697 〜 707 年）〜桓
武天皇（781 〜 806 年）までの編年体の史書。

（注 3) 　国造は大和朝廷の世襲地方官。大化の改新以降は一郡の郡司になった。
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第
２
章　
　

赤
根
川
河
口
と
魚
住
泊

第２章　 赤
あ か ね が わ

根川河口と魚
うおずみのとまり

住泊

　魚住泊の場所

　高丘から金ケ崎にかけての丘陵を水源として江井ヶ島に流れる赤根川は西島と東島の概ねの境界と
なっており、その河口は行基の築いた「魚住泊」にあたると伝えられている場所である。
　魚住泊について時代を遡り探ると名

な き す み

寸隅の船
ふ な せ

瀬の名前が出てくる。
　魚住の古名の名寸隅が文献に最初に出てくるのは「万葉集」（巻
6）で笠

かさのかなむら

金村（宮廷万葉歌人）が神
じ ん き

亀（しんきとも）3 年（726）
に聖

しょうむ

武天皇（在位 724 〜 749）の供で明石の邑
おうみのとんぐう

美頓宮（おうみ
のかりみやとも）に来た時の歌に残っている。
　「なきすみの船瀬」（下記『原文』参照）とあるのが魚住泊と考
えられる。それが正しければ魚住泊はそのころ既に完成していた
と解することができる。
　原文「名寸隅乃船瀬従処見　浅路嶋　松帆乃浦爾　朝名芸爾　
玉藻苅管　暮采寸二藻塩焼乍　海未通女（中略）」
　読み方：名

な き す み

寸隅の船瀬ゆ見ゆる　淡路島　松
ま つ ほ

帆の浦に　朝なぎ
に　玉

た ま も

藻苅りつつ　夕なぎに　藻
も し お

塩焼きつつ　海
あ ま お と め

未通女（中略）
　意訳：名寸隅の船瀬（船

ふなどまり

泊）から見える淡路島の松帆の浦に、朝なぎに、美しい藻を苅って夕なぎに
藻塩を焼いている海未通女（未婚の娘）がいる。
　聖武天皇は難波から海路を取って名寸隅の船瀬にやって来て船を停泊させた。この名寸隅の船瀬が魚
住泊であるという説が有力であるが定説でない。
　「住吉大社神代記」天

てんぴょう

平 3 年（731）には「同神社の神領に明
あかしのこおりなすきのはま

石郡魚次浜とあり、その範囲では東は
大久保尻の限り（大久保町谷八木川まで）、西は歌見（二見）の江の限り（魚住町瀬戸川まで）、南は海
棹の及ぶ限り ( 棹が海底に届く所まで )、北は大道の限り（古代山陽道・旧西国街道まで）」との記述が
ある。
　元は魚住庄で東江井、西江井、東島、西島の 4 か村の総称として使われたが、かつての魚住の範囲
は広く、今の魚住と考えるのは適当でない。
　万葉集の「名

な き す み

寸隅」は古代には魚住を「名
な す み

隅」「魚
な す き

次」と呼んでいたことからおそらく「魚
な す

掬き」つ
まり魚を掬うの意味であろう。「魚」は「な」と読むことから「魚

な す み

住」が現代読みの「うおずみ」となっ
たという説もある。
　魚住泊は行基が天平 16 年（744）6 月初めに築いたという（長楽寺・寺伝）。しかし前述の聖武天
皇の行幸（神亀 3 年 726）には既に泊が出来ていたという。定説ではないが、行基が多くの港湾から
選定して、ここを選び土木工事に賛同した人たちが、土砂や木材を運び協力、改修したことも可能性と
してある。
　では五泊がなぜ必要となったのか。
　魚住泊は摂播五泊の 1 つで東から① 河

かわじりのとまり

尻泊（尼崎の神崎川河口付近）②大
おおわだのとまり

輪田泊（大和田とも、兵庫港・
和田岬辺り）③魚

うおずみのとまり

住 伯（名
な き す み

寸隅）④韓
からのとまり

泊（的形）⑤檉
むろおのとまり

生泊（室
むろ

とも、たつの市御津町室津）となっている。
　瀬戸内海は重要な航路として東は難波津から西は筑紫館までの間を行き交うようにしており、行基が
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摂津と播磨の間を概ね一日行程で港を整備した。
　これらの港について後年、三

み よ し き よ ゆ き

善清行（きよつらとも・平安前期の漢学者、公卿、847 〜 918）は、
天平年間（729 〜 749）に行基が一日の行程を測って設置したと言っている。
　それぞれの泊までの現在の距離で測ると河尻泊〜大輪田泊が 22㎞、大輪田泊〜魚住泊が 30㎞、魚
住泊〜韓泊が 21㎞、韓泊〜檉生泊が 22㎞となっており、大輪田泊と魚住泊の間は特に長い。
　明石海峡は１日に満潮と干潮を二度繰り返し、潮の満ち引きで西流→東流→西流→東流と転流時を挟
み、潮の流れが変わる。ここは潮流が速く、時速 5.5 〜 9Km と潮流に乗ることで時間を節約、距離の
克服が出来たと考えられ、他の泊の間と概ね同じような所要時間で航行が出来たと言える。
　天平 15 年（743）10 月に大仏造営詔が発せられ、行基の活躍した大仏造営に加え、山口県美祢で
銅を採掘、精錬して大和に運搬する必要があった。運搬行程は貴重品である銅を安全に確保し、確実に
実施することが求められ 5 泊の必要性があった。天

てんぴょうしょうほう

平勝宝（てんぴょうしょうぼう・てんぺいしょう
ほうとも）4 年（752）まで約 10 年間、大仏造営のために明石海峡を通過した。

　「播州名所巡覧図絵」には「江井が島　八木より西、西嶋、東嶋までをいふ。（中略）地中、今も石木（せ
きぼく）など残れり。（後略）」とあり、この石木とは、赤根川河口から出土した加工材及び人頭大の河
原石をさすと考えられる。
　このことから、少なくとも江戸時代までは、江井ヶ島に住む人々は地下に石と木が埋もれていること
を知っていたようである。　　　　　
 

　

播州名所巡覧図絵（武庫川女子大学学術成果コレクション巻之二、http://hdl.handle.net/10471/575)

in the pontoon bridge(Karano.exblog.jp/21836980/より転写
左地図の〇 : 左が 1986 年、右 1979 年に石木の発見場所。
左の図の青色は昔の赤根川の水路。
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　「住吉大社神代記」では谷八木川から瀬戸川の間と言う事で概ね一致するが、研究により江井ヶ島が
魚住泊であったと特定する説が出て来た。　　　（神戸新聞 H25（2013）/11/9 の記事）

　

　赤根川河口から出土した丸太材は昭和 54 年（1979）及び昭和 61 年（1986）に赤根川河口の海中
から菱形に組まれた形で引き揚げられた。残念ながら昭和 54 年の引き揚げでは重要性の認識がなく、
ほとんどが廃棄された。（以下は神戸新聞の報道）
　昭和 61 年に引き揚げられた松材は 15 本あり、長さ 5 〜 6 メートル、直径 0.7 〜 1 メートルの丸
太であった。護岸工事の「石

いしぐら

椋」と呼ばれる基礎の胴木と考えられ、赤根川から 250 ｍ東の江井ヶ嶋
漁協の事務所あたりまで、更に河口の右岸から沖合 10 ｍまで存在することが確認されている。　
　市が保管してきたが、出土した場所の周辺を平成 24 年（2012）9 月に調べたところ、護岸に使わ
れたとみられる石も見つかった。市は平成 25 年（2013）5 月に国立歴史民俗博物館（千葉県）に丸
太材の年代測定を依頼。同館は特定の放射性同位体の割合を調べる手法で、伐採年代を１０世紀初頭と
判定した。

　（写真は H25(2013)11/8 配信の神戸新聞電子版「神戸新聞 NEXT」）
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　　年代から判断すると行基が最初に魚住泊を造ったときの材料ではなく、修理をする時の材料であっ
たといえる。伐採時期が 10 世紀であることも判明したことで修復時期を重ねると、三善清行の修復の
請願時期とほぼ同じ頃であるが、請願の結果は工事をしなかったとの説がある事から伐採時期と修復と
はどのように関係するのか。今後の解明を期待する。
　もしも測定に誤差の範囲があるとするならば、或は天

てんちょう

長 9 年（832）5 月に右大臣の清
きよはらのまひと

原真人が奏上し、
実施された工事であった事や、貞

じょうがん

観 9 年（867）の太政官符で魚住船瀬の築造指示している説も興味
あるところである。
　しかし、まずは、今回の年代特定により、諸説あった魚住泊の位置が赤根川河口付近だったことがほ
ぼ特定できた。
　大仏が完成した（天

てんぴょうしょうほう

平勝宝元年 /749 鋳造完成、天平勝宝 4 年 /752 開眼供養）後も修理や改築が
必要なことが多くそのたびに下記のような修築関連書類が見つかっている。
　瀬戸内海は平穏で静かな海ではあるが、狭い海峡である事から潮流の速さに加え、冬季には西風が強
く荒波で海からの浸食が凄まじくすぐに磯を壊し、港の施設がたびたび壊された。
　このように魚住泊は、奈良時代に築かれたが、平安時代には瀬戸内の海運地として重要な地位を占め
ていたようだ。東大寺の僧がたびたび修理した所から、東大寺が管理権を握っていたことが想像できる。
　魚住泊の歴史から見て天

てんぴょう

平（てんびょう・てんへいとも）15 年（743）の大仏造営の勧進以降に工
事が行われたと考えるのが妥当であろう。
　天長 9 年（832）5 月 11 日に右大臣の清原真人が奏上した結果、太

だいじょうかんぷ

政官符（注）で早く魚住船瀬を
作り、完成させる事を播磨国に命じている。背景として京に向かう船の要衝で、遭難する船が絶えなく
自己財源での港を修理したが、公の資金がなければ完成させることが出来ないことから国司の担当を置
き税で対応することになった。
　その後、泊は荒れ果て鎌倉時代になって建

けんきゅう

久 7 年（1196）に東大寺の僧・重
ちょうげん

源が修復の案を上奏、
国は国司に修復の命を出した。

　治
じしょう

承 4 年（1180）に大仏殿が焼き討ちされ、東大寺が全焼、迅速に修復するため西国から物資を運
ぶ泊の改修を行った。建

けんぽう

保の頃（1213 〜 19）には重聖上人も修理、正
しょうおう

応 2 年（1289）には性海上
人も修理を続けたという。
　泊付近は南北朝時代（1336 年〜 1392 年）になると江井ヶ島商人が活躍する基地となり、戦国時代
には港の近くに市が開かれるようになった。
　泊の修復は多くの僧侶の関わりが見られる。僧侶は各地を行脚・出入りが出来たことや、権力の庇護
を受けていた立場であったことから上奏できる立場であったのであろう。
　また正応 2 年（1289）の性海上人以来、魚住泊の修復・改修はなく、やっと明治 41 年（1908）
10 月に工事に着手、大正 4 年（1915）6 月に竣工するまで約 620 年、記録がない。

（注）「太政官府」は朝廷の命令、実質は太政官が所轄の官司に下す公文書。
また貞観 9 年（867）3 月 27 日には太政官符では魚住船瀬の築造を聞き入れるように指示している。
延
え ん ぎ

喜 14 年（914）（延喜 4 年・904 年説も）に三善清行は「意見封事 12 箇条」（注）の中で重ねて播磨国魚住
泊の修復を請願している。請願はしたが及ばなかったとの説もある。平安時代後半には港の価値を失った。

（注）「意見封事 12 箇条」は醍醐天皇に提出した政治の意見書で、その中に「重請修覆播磨国魚住泊事」の項に
記されている。
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　行　基　（ぎょうき）

　行基は天
て ん じ

智天皇 7 年（668）（注 1）に生まれ天平 21 年（天平 21 年は 4 月に天
てんびょうかんぽう

平感宝・同年 7 月
に天平勝宝に改元）（749）に大仏造営中に亡くなった。僧侶。
　行基の出自は百済国から来朝した漢系の渡来人・王仁の子孫である西文一族と言われているが、百済
系渡来人の子孫の説もある。祖先が和泉の豪族となり 15 才の時に出家、薬師寺で道昭、義淵らに学び
僧として畿内を中心に諸国をめぐり、民衆の教化、寺院の造営、社会事業として貧民の救済、橋梁の架
設、墾田の開発、治水、池・堤防設置など社会事業に努めた。しかしこれらは養老元年（717）民衆を
扇動、寺外の活動が僧尼令の禁に触れる行為とされたが、のち誤解が解け、天平 13 年（741）には聖
武天皇から東大寺大仏造営の勧進に起用され、天平 17 年（745）日本で最初の大僧正を授かる。東大
寺四聖のひとり。朝廷より菩薩の称号が下され行基菩薩と言われるようになった。
　日本の最古と言われる地図「行基図」を作成したと伝えられているが原図はなく検証が出来ない。江
戸時代の伊能忠敬（延

えんきょう

享 2 年 1745 〜文化 15 年 1818）が作成するまではこの地図が参考とされていた。
　天平 13 年（741）の「行基年譜」によると畿内に 49 の道場、寺を建て、ため池 15、溝と堀 9、橋 6、
港 5 を造り、さらに困窮生活者のために布

ふ せ や

施屋（注 2）の設置に関わった。仏教の民間布教に尽くし
たことから多くの伝説が残されている。
　明石市内に行基の関わりがある寺院が多いのもこのことが背景にある。
　柳井の延命寺は天平 12 年（740）、東島の長楽寺は天平 16 年（744）、同じく定善寺も同年に、江井ヶ
島以外にも八木には長光寺、來迎寺、魚住には金輪寺、薬師院、瑞雲寺がある。また柳井の香盤池と湧
き穴井戸、西岡の閼迦井は行基が掘ったと言われている。

（注１）天智天皇７年は白
は く ち

雉 5 年（654）に孝徳天皇が没した後、年号が定められず、天皇在位年号となった。
（注 2）布施屋は僧侶による慈善事業として奈良・平安時代の調・庸（現物納税、租税の一種）の運搬者や旅

行者のために駅路に設けた宿泊所。
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　極楽寺について寺伝では行基が開基となっているが舜恵の建立説が有力のため上記から外した。
　江井ヶ島漁協の事務所南側に「行基大菩薩　御崎地蔵大菩薩」の石碑があり、行基に対する村民の熱
意が感じられる。古老は古い波止を「上

しょうにん

人さんの波止」と言っている。（「上人さん」は行基の後の僧の
重源、性海の両上人も魚住泊の修復に関わったことから彼ら全体をさす説も）
　
　魚住城と三木合戦

　播磨の豪族赤松氏の配下で姫路城主小
こでらさがみのかみよりすえ

寺相模守頼季の嫡子の魚住長範が、文
ぶ ん な

和（ぶんわとも）年間
（1352 〜 1356）に中尾の住吉神社付近に築城。
　三木城主の別

べっしょながはる

所長治は明石を含む東播 8 郡の領主であり、多くの寺院や人々が影響下にあった。
　長範の 7 代目にあたる頼治は三木城の別所長治から「治」の偏

へ ん き

諱を賜る関係であり、三木合戦が始まっ
た天

てんしょう

正 6 年（1578）に西島の小高い所に新しい城を建てて支援をする。「卜部家由緒」によれば「海
辺ニ要害（砦・城）之地ヲ見立、西嶋村之岡ニ城柵を構へ」とあり、現在の地を指している。
　土地の人はここを「城山」と呼んでいるが今は住宅が建ち、
城址も小さな公園となり往時をしのぶ姿はない。
　中国地方の毛利氏から三木城救援の兵糧、その他の物資の補
給基地となった。今でも清水に三木道という古い道が残ってお
り清水川を遡り、岩岡、稲見（稲美）の原野を抜け、三木の花尻、
這
ほ う だ

田に至るルートは、距離も短く平坦で途中集落が点在し、敵
を欺く物資輸送に適していたと考えられる。他には遍照寺、岩岡、
高薗寺、法界寺、雲龍寺のルートもあったと言われている。
　「別所長治記」では天正 7 年（1579）9 月 10 日に毛利方の援軍が、魚住泊に兵船 200 隻を停泊、
上陸したとある。これに対して秀吉側は魚住泊から三木に至る道路を遮断、双方に壮烈な戦闘が行われ、
天正 8 年（1580）1 月 17 日に三木城は落城した。秀吉勢は魚住城を攻め、卜

うらべやすとも

部安知が捕えられる。
その時の状況を「卜部昌行家文書」が伝えている。
　「別所殿籠城之時毛利輝元公ゟ（注）兵粮御合力之節も此地へ御上ヶ取継差上ヶ申候、其外相図等是
ゟ御取継申候ﾆ付太閤公御にくみ深ク落城之節右之太郎兵衛惣頭仕候故大勢之中ﾆ而御撰惣代ﾆ壱人御と
らへ天正八年二月一五日此浜馬石岡ﾆはりつけに御上被遊」
　（注）ゟは「より」と読み、この当時の文字をあらわしたもので「... から」の意味

　訳：別所長治が三木城に籠城した時に、毛利輝元が力を貸して助け、ここに兵糧を中継するように伝
えた。秀吉は大いに憎んでおり、三木城が落城した時には、卜部安知は総頭として役割を果たすとともに、
村人から選ばれた総代であったことから捕らわれて天正 8 年（1580）2 月 15 日に馬石の岡で磔となっ
た。
　馬石の岡は丘とも書き、陸の事を「おか」と言うことから馬の形をした石のある丘と言える。陸続き
の場所で、昭和の改修工事で堤防の南側の海中となってしまった。今のサザンカ公園の東辺りと推測。
　この辺りはかつての市場屋敷と言われた卜部家の邸宅があったところである。今では埋め立てられ、
風水害用の堤防が作られている。
　三木合戦時の別所に味方した近隣の 8 寺院、長坂寺（別名：長幡寺・廃寺）、遍照寺（長坂寺）、延
命寺（柳井）、報恩寺（西脇・焼失後再建されず廃寺）、西光寺（西脇）、如法寺（西島 / 森）、薬師院（西岡）、
西福寺（清水）が報復により焼かれた。また村落では西島、森、西岡、浜谷、中尾、山川も報復を受けた。
　一方秀吉側の本陣であった大窪の光

こ う そ く じ

触寺は秀吉が腰をかけて休んだと言う「太閤腰掛松」で有名。
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　卜部安知（うらべやすとも）

　卜部家の先祖である卜
う ら べ た ろ べ え や す と も

部太郎兵衛安知は魚住城主魚
うおずみよりはる

住頼治の信頼厚く、安知を指揮者に任命、三木合
戦（天正 6 〜 8 年・1578 〜 80）の折に、住民、人夫 800 人の先頭に立って毛利方の三木城主・別
所長治へ支援を行い、物資は間道をぬって輸送し、三木城から活きの良い鯛を見せて秀吉側を驚かせた
有名な話も安知が運んだものと伝えられている。
　安知は馬石の岡で磔となった。その後、卜部安知の子は伊川谷の今井家で身を隠して豊臣氏の滅亡後、
江戸時代になって西島に帰り酒造業を始めた。現在の江井ヶ嶋酒造である。
　
　卜部起蝶（うらべきちょう）

　卜部起蝶は卜
う r べ た ろ べ え じ ゅ ん ば い

部太郎兵衛順倍。起蝶は俳号。卜部家は代々西嶋村の庄屋であり、起蝶は卜部安知の
子の尚光から 6 代目にあたる。父親も俳号を持つ。加古川の松浦青

せ い ら

蘿（俳人・元姫路藩士松岡鍋五郎）
の門人で句会には京都二条家の「紅葉の御会」や「橘の御会」に参加し、俳諧の道で活躍した。
　一方起蝶は庄屋として農水用の水の確保を行うために中尾村、森村と共に寛

かんせい

政 12 年（1800）に寛
政池（「寛政池紀功碑」の項参照）を築いた。文

ぶんせい

政 4 年（1821）7 月に 65 歳で没し、極楽寺に葬られ
法名は我覚起蝶居士、伊川谷の太山寺本堂前に句碑が建てられた。

　卜部邸（うらべてい）

　祖先は江井ヶ島で酒造りを始めた旧家。享
きょうほう

保 5 年（1720）に建築された主屋とほぼ同時代に建築さ
れたと推測される前蔵や酒蔵が現存し、古い歴史的建築と新たな家屋が併存している。
　卜部家は酒造家として栄
え、西島の歴史と共に歩んで
おり古田織部の灯篭がある事
でも有名。平成 13 年（2001）
に「明石市都市景観形成重要
建築物」指定。

　市場屋敷と卜部家

　南北朝時代（1336 年〜 1392 年）になると江井ヶ島商人の活躍の基地となり、戦国時代には魚住泊
があった近くに市が開かれるようになった。
　西島と東島の境界争いの際、市場屋敷があってその屋敷の主は西島村の庄屋である清兵衛の祖先であ
ることを主張している。
　昔の人は職業とか地位を指して屋号として使用していたことから市場屋として呼称された。卜部家が
庄屋を代々引き継いできたことで市場屋は卜部家の一族であると想定される。（「西島と東島の境界争い
と江井ヶ島港」の項参照）
　中尾の住吉神社にある「神馬・白馬絵」には天

てんめい

明 4 年（1784）秋に西島の市場屋庄助が画料 7 両で
円山応挙（注）が描き奉納したもので受取証も住吉神社に残っている。「新明石の史跡」では「西島の
治右衛門から画料 7 両を得て描き、市場屋庄助によって奉納された」とある。市場屋庄助は地域では
著名で、有力者であったことがうかがえる。



15

（注）円山応挙（享保 18 年・1733 〜寛政 7 年・95）は円山派の創始で丹波の生まれ。師は狩野派の石田幽汀。　　
　　  石田は西岡に生まれ本名を橘守直と言い、京都の石田半右衛門の養子となった。

　西島と東島の境界争い

　享保 8 年（1723）に西島村（当時は西嶋村）と東島村（同東嶋村）の間に境界争いが起こったのは
両村の間を流れる赤根川の河口にある市場屋敷の地で、魚住泊に接した所である。
　ここはもと西島村の庄屋・清兵衛の 5 代前の祖、卜部太郎兵衛の居宅跡で、戦国時代に別所氏が三
木に勢力をふるっていた頃にはこの浜に各種の生活物の市が開かれ、商品は三木へ人馬で送られた。三
木合戦の折も、ここから陸揚げされたと言う。その後市場屋敷の地は洪水のため赤根川によって浸水を
受けた。
　赤根川は海に近い所では今ではほぼ直線に河口に流れているが、天

てんぽう

保 8 年（1837）の西浦辺組浜
辺絵図（文

ぶ ん か

化 2 年（1805）説も）（P.10 の地図と P.19 の図絵参照）を見ると河口の近くで東に折れ、
当時の市場近くにあたる位置を流れており、その河口が現在の江井ヶ島港の西端の船の係留場所に流れ
ている。
　今の地図で確認すると今の赤根川と違って「ながさわ」の東側を大きく東に曲がり、定善寺の墓地の南側
辺りから東側へ向かって船の係留場所に流れている。このことは別項の「先人の江井ヶ島港の話」の座
談会で今のような赤根川がまっすぐに流れるようになったことを目の当たりにした先人が語っている。
　東島村の申し立ては資料を欠くので分からないが、東島村はこの市場屋敷の地が東島の所属としたが
西島村は①市場屋敷は西島村の庄屋清兵衛の祖先の居宅であったこと②その屋敷内に「市場の松」と呼
ばれる古い松があり魚住庄の庄内掘割の水盛の時に目
標にしたと伝えられていること③同地の海中にある馬
石が両村の境界になっていることを申し立てて東島村
の理不尽さを訴えた。
　現在の赤根川から東へ約20ｍの所に丸江水産と滝
本商店の1ｍ程度の隙間に「従

こ れ よ り に じ ま し は い

是西嶋村支配地
ち

」の文
字を肉太に深く彫り込んだ花崗岩の標石がある。
　南北に各 1 本が深く埋められて、北側の標石は
書面が西向きで狭く、読むことすら出来ない。南側
の標石は大半が埋まっており「従」と「西」が判読
出来る程度である。また標石の字体は風雨によって
彫りが浅くなり、読みづらく、石も土中深く埋まり
注意して見なければ見落としてしまうほどの状態で
ある。
　江井ヶ島の「文化遺産を生かした地域活性化事業」
の実行委員会のメンバーが平成 27 年（2015）10 月 14 日に、南側の標石を掘り起こした。花崗岩の
表面には「従

こ れ よ り に し じ ま し は い

是西西嶋支配」と彫られていた。
　今まで埋まっていた状態では地上に出ている姿は 30㎝程度であったのが、高さが約 2.1 ｍもあった
事に驚くとともに、長く地中深く埋もれていた石が目前にある事に加え、歴史の重みに感激した瞬間で
あった。この歴史を共有するため北側と共に掘り起こした標石も拓本を取って元に戻した。拓本は江井
島小学校のコミセンに掲示がしてある。  　

第
２
章　
　
赤
根
川
河
口
と
魚
住
泊

（写 真：上は 小学
校コミセン内の拓
本展示、左下は北
側道路側､ 右下は
掘り起こした標石、
今はもと通  り埋め
て 30㎝程が見えて
いる）
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　西海姓について

　「西海始之事」（西海宮司家文書）によると「神功皇後（原文のまま・編注：後は后か）が住吉大明神
を大将軍として異国御退治の時、御座船（注 1）の船頭であった。そして異国をやすやすとご退治になっ
たので、かの船頭の働きに感心され、住吉大明神に西海の浪の上まで従ったので西海氏の苗字を賜った。
　皇后が帰朝の後は、和泉の堺の舳

へさき

町に年久しく居住したが、播州魚住に下った。「大中津、西海、橘
の三氏が魚住荘を開始した」とある。西海氏の祖が皇后の御座船の責任の重い船頭であるとか、船に関
係のある舳町に住んだということは、西海氏が船を操って玄界灘をわたって朝鮮半島までも出かける海
洋族の長と推測できる。 
　「魚住故備州大守景宗居士肖像」の賛（注 2）によると、景宗の祖先、船木範保は因幡国庁（注 3）
の役人であったが平安後期の治

じりゃく

暦 2 年（1066）に播州にはいり、住吉大神宮下司職 ( 注 4) となり、
魚住庄の江井、八木、末光の三邑（さんゆう・邑は注 5）を賜った。これらの邑

むら

は住吉大神宮に属しそ
の産物が神供として納められたとある。
　（注 1） 御座船は貴人が乗る船
　（注 2） 賛は余白に添え書かれた詩・歌 ･ 文
　（注 3） 因幡国庁は鳥取県の東半分で大化の改新 645 年以降平安時代までの地方行政機関
　（注 4） 下司職は荘園の現地事務官、荘官
　（注 5） 邑

むら

（音読みでゆう）は天子や諸侯、豪族の治める領地あるいは地方の町や村

　
　橘姓について

　江井ヶ島地区には橘姓が多い。幼名を彦次郎と言う大和の法隆寺を中心に数多くの瓦制作を行った
橘
たちばなよししげ

吉重が、大久保町西脇の報恩寺（天正 7 年（1579）の三木合戦で焼失・廃寺）の瓦制作にかかわっ
ていたことが文字瓦から判明し、大和の瓦職人が明石の地で技量を発揮していたことをうかがわせる。
　昔、八木から江井ヶ島にかけて瓦は当地で一大産地として栄え、多くの瓦製造企業があった。この地
域に橘姓が多いのは、橘吉重との関わりを推定するものである。（「明石瓦」の項参照）
　
　江井ヶ島音頭

　昭和 30 年より少し前に江井島小学校で「江井ヶ島音頭」の歌の練習があって盆踊りで歌われた。

　　　　1. 来いよ揃
そろ

たか　学校の庭に　ヨイヤサ
　　　　　 歌も新作　新踊り　ヨーイヤサ
　　　　2. 向かい淡路も　踊りの頃か　ヨイヤサ
　　　　　 粋なとしまに　火がついた　ヨーイヤサ

　この歌は校庭で盆踊りの折に歌われ、振り付けの踊りもあった。児童が行灯に絵を描いて、盆踊り会
場に吊り下げて夏の風物詩となっていた。歌詞 1 番の「学校の庭に」が「お寺の庭に」が元の歌詞で、
会場が校庭だから変更した説があるが真偽は不明。2 番の「としま」は淡路島の地名の富島と年増に掛
けた洒落た歌詞である。
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江井ヶ島の各村 

　慶
けいちょう

長年間（1596 〜 1615）作成の「播磨国絵図」には「東江井村」「江井村」の名がある。
　享保年間（1716 〜 1736）作成の地誌「明石記」には「魚住庄」の中に「東嶋村」「西嶋村」「東江井村」

「西江井村」が記されている。「東嶋村」の所には昔は「鱏向嶋」と言っていたが、のちに江井嶋になった。
東嶋は明石藩 6 代目城主松平信之（注 1）の頃につけられたとある。このころ東嶋村は、30 石船 2 隻、
27 石船 12 隻、漁船 32 隻を持ち、西嶋村 50 石船１隻、25 石船 4 隻、20 石船 4 隻、漁船 7 隻を持っ
ていた。多くは大坂まで荷を運び、江井嶋は港町として栄えた。（「東嶋村」の項参照）
　船は江井崎船と呼ばれ、西嶋ではいろいろの市も開かれた。市場屋（注 2）という屋号の家もあった。
　同じく江戸時代の明石藩の地誌「金波斜陽」（注 3）によると江井ヶ島の村々は魚住庄に入り、東江井、
西江井、東島、西島、森村の名がある。

　　　　江戸時代の江井島の各村図「明石藩領西浦辺組浜辺筋絵図」(1805・田中源左衛門家文書・個人蔵）

　明治 8 年（1875）頃、西嶋、森村が合併して「魚住村」になり、東江井、西江井、東嶋が「江井嶋村」
になった。さらに同 22 年（1889）には大久保と一緒になって大久保村となった。一方魚住の名は大

第３章　

（注 1）「松平信之」藤井松平の家系、従五位下日
ひゅうがのかみ

向守。開墾事業に貢献、万治 2 年・1659 〜延宝 7 年・
1679 の 21 年間在任・統治。後に老中となる。名君の誉れ高い。

（注 2）市場屋は「市場屋と卜部家」及び「西島と東島の境界争いと江井ヶ島港」の項参照
（注 3）金波斜陽は「明石記」の上巻を「金波斜陽」、下巻を「玉彩光文」として分けたもの。

1719 年頃（享保年間）作成。明石藩 9 代目松平直常時代



18

字として長い間残っていたが、隣の魚住村と紛らわしいと大正 9 年（1920）9 月に昔の西嶋に戻された。
昭和 13 年（1938）の町制施行で大久保町､ 同 26 年（1951）には明石市に合併する。
　
　江井嶋の「嶋」の字は戦前まで使われていたが、今は「島」で書かれている。しかし現在も江井ヶ嶋
酒造では「嶋」を使っている。江井ヶ島漁協の看板は「江井ヶ嶋漁業協同組合」となっているが、法人
登記は「江井ヶ島漁業協同組合」である。
　「兵庫県の大字名全解」では「江井島は瀬戸内海に臨む漁港である。明治 31 年に東島、東江井、西
江井が合併して江井島と呼称する。西島は瀬戸内海に臨み江井島の西に位置する。東島の西に在りて西
島と言う」記述がある。
　
　東江井村（明石市大久保町江井島） 
　八木村の西、赤根川東側に位置し、南は播磨灘に面した海辺沿いの村。北は大久保村。西浦辺組

（注 1）に所属。
　慶

けいちょうくにえず

長国絵図（注 2）には村名が見えるが、正
しょうほうごうちょう

保郷帳（正保年間 1645 〜 48・注 3）には江井村と記
され石高 886 石余・畑高 59 石余。
　元

げんろくごうちょう

禄郷帳（元禄年間 1688 〜 1704）には東江井村とあり、「古
ふるく

ハ江
え い む ら

井村 )」と注記される。元禄年
間に江井村が西江井村と東江井村に分かれて成立したと考えられている。
　村名は江井ヶ島と記載されたり単に島と呼ばれたり、鱏向島とも称したと言う。（采

さいゆう

邑私
し き

記 注 4）
　江井島は東江井・西江井、西方の東嶋・西嶋の 4 ヶ村の総称として使われていたと言う（西明諸記録）。
　元

げんろくごうちょう

禄郷帳では石高 473 石余、享保年間（1716 〜 36）の「明石記」によれば石高 456 石余、天
てんぽうごうちょう

保郷帳（天
保年間 1831 〜 45）では石高 498 石余。村の規模は東西 1 町 14 間（注 5）・南北平均 1 町、往還の
長さ 1 町 20 間。（注 6）
　城下西本町（編注；現明淡国道と浜国の交差付近）の高札場より 1 里 27 町。郷

ごうくら

蔵（注 7）1、池 5、
石小橋 14、土橋 4、小藪 7 のほか観音堂があった（明石記）。明治 8 年（1875）東江井村、西江井村
と東嶋村が合併して江井島村となる。

（注 1） 「西浦辺組」は明石藩の領地を区分したもの
① 御城下②東浦辺③西浦辺④中里⑤押部谷⑥野々上⑦新田の 7 区分の 1 つ。
西浦辺組は明石川から西側の海岸線の一帯で船上村、林村、東松江村、西松江村、藤江村、谷八木村、
八木村、東江井村、西江井村、東島村、西島村、森村、浜西村、山川村、中尾村、浜谷村、西岡村
などの村々。

（注 2） 「慶長国絵図」は慶長９年（1604）に江戸幕府が諸大名らに作成・提出させた一国単位の絵図。
国郡の境界・各村の名と石高・城郭、主要な道や航路・山・寺社などを記入。

（注 3） 「郷帳」は江戸幕府が国郡ごとに村名・村石高を記した帳簿。
（注 4） 「采邑私記」は元禄年間（1688 〜 1704）に書かれた明石最古の地誌（享保年間 1716 〜 36 年の説も）。
（注 5） 「町（ちょう）」はここでは距離の単位。1 町は 60 間、109 ｍ、1 間は 6 尺、1.818 ｍ
（注 6） 「往還」はここでは道の意。
（注 7） 郷蔵は年貢米の保管や凶荒 ･ 災厄用の貯穀倉庫。
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　西江井村（明石市大久保町江井島）

　赤根川の東側にあって、東江井村の西に位置する海辺沿いの村で西は東嶋村。
　慶長国絵図には東江井村の南西に江井村とみえる。正保郷帳では東江井村と同じく江井村として記さ
れる。
　元禄郷帳には西江井村とあり「古ハ江井村」（前項東江井に同じ）と注記される。元禄年間に江井村
が西江井村と東江井村に分かれて成立したと考えられている。同帳によると石高 472 石余、享保年間

（1716 〜 36）に作成された「明石記」によれば石高 458 石余、天保郷帳では石高 494 石余。村の規
模は東西約 1 町半、南北平均 1 町半、往還の長さ約 1 町半。城下西本町の高札場より約 1 里 30 町。
郷蔵 1、池 5、石橋 2、土橋 3、小笹藪 3（明石記）。産

うぶすながみ

土神は住吉四社大明神など。明石郡 33 か所巡
礼第 7 番所札所で補陀山講堂寺と呼ばれていた観音堂があった（明石記）。
　明治 8 年（1875）東江井村、西江井村と東嶋村が合併して江井島村となる。

　東嶋村（明石市大久保町江井島）

　赤根川河口の東側に位置し、播磨灘に面した村。東は西江井村。
　古くは「しま」と呼ばれたと言う（采邑私記・長楽寺行基位牌銘文）。「播

はりまかがみ

磨鑑」（注 1）によれば往
古は鱏向島と呼ばれ、のちに江井島と言ったが、明石藩 6 代目藩主の松平信之の頃、東嶋と改めたと言う。
しかし慶長国絵図に「ひかし嶋」「にし嶋」、正保郷帳にも東嶋村、西嶋村が見え、江戸時代の比較的早
い時期に 2 村が既にあったと考えられる。同帳によると田石高 612 石余、畑石高 36 石余。天保郷帳
では石高 673 石余。村の規模は東西約 2 町 50 間、南北平均 52 間、往還の長さ約 1 町 40 間。但し
往還の北側は大久保村の支配。城下西本町の高札場より 1 里 31 町。郷蔵 1、石小橋 2、高札場 1（明
石記）。
　海運・水産業も発展し、船数 14 隻、うち 2 隻は 30 石積、12 隻は 27 石積の渡海船で大坂などと
の産物の運搬に活躍。そのほか漁船が 32 隻。沖の馬石や三ﾂ石と呼ばれるいわば周辺の磯は漁場の 1
つになっていた（明石記）。
　住吉四社大明神のほか恵比寿社・若宮・弁財天、行基が勧請したと言う八幡宮、玉林山長

ちょうらくじ

楽寺と済鱗
山定

じょうぜんじ

善寺（両寺は現浄土宗西山禅林寺派に属す）があり、定善寺は阿弥陀古屋敷、阿弥陀堂、長福寺、
谷之堂、真光庵、西光寺・西徳寺・法性院があった（明石記）。（長楽寺と定善寺の両寺は別項参照）
　明治 8 年（1875）東江村、西江井村と東嶋村が合併して江井島村となる。

　西嶋村（明石市大久保町西島）

　赤根川河口の西側に位置し、東は東嶋村、北は金ケ崎、西は中尾村。
　古くは江井島と言ったが、明石藩 6 代目藩主の松平信之の頃、西嶋と改めたと言う（播磨鑑）。
　采邑私記では「島」と呼ばれ､ 印南野が海に突き出た岬とある。島の由来は御崎が島のようになって
いるところによると説く（西明諸記）。
　慶長国絵図に「にし嶋」とみえ、正保郷帳にも西嶋村・東嶋村の両村名の記載がある。同帳によると
田石高 619 石余・畑石高 53 石余。

（注 1）「播磨鑑」は宝
ほうれき

暦 12 年（1762）頃（異説も）の作成、地誌で医師平
ひらのようしゅう

野庸脩の自筆手稿本。景勝地、
地名、神社仏閣、人物等の記録物。
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　天保郷帳では石高 688 石余。村の規模は東西 2 町 8 間、南北平均 38 間、往還の長さは 60 間。城
下西本町の高札場より 1 里 34 町 10 間。郷蔵 1、高札場 1、池 16 他、沖を通過する船を監視した遠
見番所や、三木合戦の舞台となった三木城の出城、魚住城跡があった。
　海運・水産業も発展し、船数 9、うち 1 隻は 50 石積、4 隻は 25 石積、4 隻は 20 石積の渡海船で、
大坂などとの産物の運搬に活躍。そのほか漁船が 7 隻あった（明石記）。
　天神宮と恵比寿宮（編注；今の蛭子神社と思われる）、明石郡 33 か所巡礼第 8 札所で極楽寺（真言宗・
別項あり）と呼ばれた観音堂のほか、薬師堂・地蔵堂・西蔵寺屋敷などがあった（明石記）。
　宝

ほうえい

永元年（1704）の村明細帳（西島村有文書）によれば石高 678 石余、反別は田方 32 町 5 反余、
畑方 2 町 7 反余、家数 72、人数 493、牛 9。
　船数は 50 石積など 9、漁船 7、酒屋 1 で卜部八兵衛が酒造（酒造米高 50 石）。
　江井島地方は瀬戸内海の温暖な気候と冬季の冷たい季節風、良質の水と酒米に恵まれ、早くから酒造
りが行われた。卜部家には延宝 7 年（1679）の酒造株定書、酒造株鑑札などが伝わる。同家は明石藩
領内の酒造仲間の大行司を勤め、酒造株の25番札を持ち、酒造米高は延

えんぽう

宝7年50石、元
げんろく

禄10年（1697）
40 石 8 升、天

てんめい

明 5 年（1785）544 石、文
ぶ ん か

化 8 年（1811）544 石、天
てんぽう

保 8 年（1837）544 石であっ
た（卜部家文書）。幕末の酒造家は 10 軒を数え（明石市史）、東灘の酒に対して西灘の酒として広く親
しまれていた。明治 8 年（1875）北側の森村と合併して魚住村となる。

　森村（明石市大久保町西島）

　赤根川の西側に位置し、南は西嶋村・東嶋村。西浦辺組に所属。慶長国絵図に「もり村」とみえる。
　正保郷帳では田石高 563 石余、畑石高 63 石余、旱損所。天保郷帳では石高 644 石余。村の規模
は東西約 45 間・南北平均 80 間、往還の長さ約 50 間。城下西本町の高札場より約 2 里 3 町（注 1）。
郷蔵 1・池 12・小藪 3、真言宗持教院の阿弥陀堂があった（明石記）。持教院は現在の高野山真言宗密
厳山如法寺のことと言われる。「森の聖天さん」として親しまれる。
　明治 8 年（1875）西嶋村と合併して魚住村となる。

　（注 1） 文献の通り解すると西島より更に 530 ｍも遠くなる。

　柳井村（明石市魚住町金ヶ崎）

　赤根川中流の西側、金ヶ崎村の南側にある。明治 8 年（1875）金ヶ崎村に合併。
　「明石記」によれば金ヶ崎のうちで、村の規模は東西25間・南北70間。金ヶ崎高札場から8町。郷蔵１・
小藪 1、産土神の住吉神社、村の檀那寺である浄土宗延命寺、地蔵堂があった。当地には行基にちなん
だ香

こうばんいけ

盤池があり、この池に足を踏み入れると祟りがあると伝える。
　赤根川沿いにある柳井戸は魚住泊を築いた行基が入港する船に清水を補給するために掘らせたと言わ
れる。江戸期に西灘の酒と親しまれた江井島の酒造用の水として柳井戸の水が使われたと言う（魚住村
誌）。この井戸は「湧き穴井戸」「念佛井戸」とも呼ばれたが、昭和 45 年（1970）に赤根川の改修工
事によりなくなった。　
　魚住町の小学校学区であったために魚住小学校まで 1 時間を要して通学しており、小さな子供にとっ
ては大きな負担であった。
　このように遠隔地であったために、昭和 26 年（1951）1 月 10 日に魚住村が明石市に編入、新た
に江井島小学校区となって、通学時間が短縮された。
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　　　　　　　　　　　　　柳井の赤根川沿いの桜並木は春の風物詩となっている　　　　　
各村の石高と大きさ
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第４章　 寺　社

　長楽寺（ちょうらくじ）

　天
てんぴょう

平 16 年（744）行基が魚住の泊を築いたときに平安を祈って地蔵尊を彫って安置したのが始まり
である。地蔵尊は「御崎の地蔵」と呼ばれ、秘仏であり、毎年、夏の地蔵盆で開帳される。
　残されている行基の位牌には、行基が亡くなった天

てんぴょうしょうほう

平勝宝元年（749）の年号が書かれ、その裏には、
江井ヶ島の地名の由来が書かれている。
　「当嶋ならびに当寺の開基大菩薩は四十五世聖武
帝の天平十六年甲申の年、基師この嶋に来りて、
今の地蔵を彫刻す。長福寺（編注：長楽寺の末寺）
本尊なり、世に御崎地蔵という。この次基師祈る
によって一夜の中に礒

いそ

湧き出ず、今の磯これなり、
故湧

わきいそ

礒という、その供養のために礒中に沐す、そ
の釜石現にあり。礒中の巨石これなり、時に応じて、
鱏魚来りて礼敬す。六月初丑の日時なり、ここに
よりて当嶋を鱏向嶋と名づく」
　建

けんえい

永（けんようとも）2 年（1207）に法然上
人によって浄土宗となり京都禅林寺の末寺となる。
山号は玉林山、本尊は阿弥陀如来。室町時代中期
の享

きょうとく

徳 2 年（1453）に頌栄順公が再興して大い
に栄えた。
　江戸時代､ 享

きょうほう

保 4 年（1719）に本堂、山門、
鐘楼などを改修、天

てんぽう

保 2 年（1831）に殷
いんくう

空上人
が本堂を再建している。
　明石城主から毎年米 16 俵が納められており、
11 代明石藩主松平直

なおひろ

泰（明
め い わ

和元年 1764 年から
21 年間在任）の位牌がある。本堂の欄間は安土
桃山時代の作と言われ極彩色の牡丹に唐獅子はみ
ごとなものである。江井ヶ島は寺院の多い所で、
東
ひがしでら

寺、中
なかでら

寺、西
にしでら

寺と呼ばれる 3 寺院のほかに合計
で 7 寺もあった。
　東寺は正

しょうほう

保年中（1644 〜 48）に大観町に移転した無量光寺。西寺は定
じょうぜんじ

善寺、中寺はここ長楽寺である。
明和年中（1764 〜 72）に寺小屋が、明治 4 年（1871）11 月には明石最初の郷

ごうがっこう

学校がおかれた。郷
学校は藩校の分校や庶民および藩士の教育のため、領主又は民間の有志が設立した学校で明治初年には
1,000 校に上り小学校設立の母体となった。　明治 6 年（1873）1 月に学制により貫

かんどう

道小学校となった。
明石で最初の小学校の誕生である。その後、数度の校名変更を経て江井島小学校となった。かつては本
堂の畳の下の床板には名残の墨の跡があった。（江井島 448）
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　定善寺（じょうぜんじ）

　浄土宗西山禅林寺派、山号は済鱗山、本尊は阿
あ み だ に ょ ら い

弥陀如来。
　天平勝宝年間（749 〜 757）（天平 16 年（744）説も）に行基が寺を建て、薬師如来を安置したの
が始まり。かつては大きな寺院であったようで 3 か寺を持っていた。一説によればかつては東嶋寺と
呼ばれ、寺の漢字では浄禅寺になり、さらに定善寺に変わった。地元では西寺と言われている。
　盛衰の後、平安時代後期の永

えいきゅう

久（ようきゅうとも）4 年（1116）に平等院の大僧正の行
ぎょうそん

尊が再興する。
　鎌倉時代前期の建永 2 年（1207）に法然上人
が讃岐に流された際、当寺も長楽寺と同じく浄土
宗に改宗している。
　天

てんぶん

文（てんもんとも）元年（1532）兵火によ
り奈良の寺院を焼かれた 29 人の僧が落ち延びて
当寺にかくまわれた。
　当寺の秘仏の薬師如来は長い間、人びとの信仰
を集めて来て、翌年村で疫病が大流行した時に薬
師如来を開帳、37 日に渡り祈祷をしたことで村
民は病から逃げることができた。また台風による
高波で人や家畜がさらわれたが薬師如来の霊験に
よって助かったと言われる。　室町時代の後期の元

げ ん き

亀 3 年（1572）に本堂を再建している。
　また当寺は「寺水」で知られ境内の井戸から出る水は良い水質でどんな旱魃でも枯れなかった。特に
酒造りには絶好の水で江戸時代から酒水として使われてきた。今もいくつかの井戸は残っているが水質
も落ちている。（江井島 503-1）

　極楽寺（ごくらくじ）

　高野山真言宗で山号は七宝山。本尊は大日如来
で明石西国霊場 8 番札所。言い伝えによると江
戸時代前期に僧・舜

しゅんけい

恵（天
て ん な

和（てんわとも）2 年
1682 没）が開いたと言われている。（寺伝では
行基が開山）
　地誌「采

さいゆう

邑私
し き

記」によると「極楽寺（中略）地
蔵堂、観音堂、経塚有」、また「明石記」による
と「観音堂　号極楽寺（中略）」と記されている。
観音堂は寺の北側の墓地の中にあり木造の聖観音
像は古くから信仰を集めていた。
　卜部清兵衛が享

きょうほう

保 18 年（1733）に、再建し
たお堂がある。
　伊能忠敬が第 5 次測量に近畿・中国地方の地図作成で文化 2 年（1805）2 月に江戸を発ち、大坂か
ら瀬戸内海の作成途中の 10 月 9 日に大倉谷 ( 大蔵谷 ) に 2 泊した。
　江戸から出発して 252 日目の 10 月 11 日の宿泊がこの極楽寺であった。翌 12 日は高砂町の厚喜三
右衛門宅に泊まっている。（伊能忠敬研究会「伊能忠敬 e 史料館」HP）
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　極楽寺は卜部家代々の菩提寺で北側の一角に一家の墓地が集積されている。その中の 1 つに江戸時
代の俳人卜

う ら べ

部起
きちょう

蝶の墓がある。法名「我覚起蝶居士」（「卜部起蝶」の項参照）。（西島 1100）
　
　如法寺（にょほうじ）

　高野山真言宗で本尊は大日如来。山号は密厳
山。大

だ い じ

治（たいじとも）年中（1126 〜 31）に
西
にしうみいずみのかみありとし

海和泉守有利が氏寺として創建。その後、中尾
にある住吉神社の別当を兼ねる寺として栄えた。
　如法寺は三木合戦（天正 6 〜 8 年・1578 〜
80）で別所方に味方したことで豊臣秀吉によっ
て焼失したが再建。
　境内の聖天堂は四世の寂道真源法師が文化年間

（1804 〜 18）に建立。聖
しょうてんどう

天堂には聖
しょうてん

天（しょう
でんとも・歓

か ん ぎ て ん

喜天）が祀られ土地の字名にちなみ
「森の聖天さん」として親しまれている。
　聖天 ( 大聖天歓喜天の略称 ) はインドで仏を守る神として現れ、数々の魔

ましょう

障（仏道修行を妨げる悪魔
のさわり）を排除するシンボルであった。日本でもあらゆる諸魔を退散させ、所願を成就する神として
古くから厚く信仰されてきた。大垣住職によると「聖天さんは今すぐにお願いすることを叶えてくれる」
との話である。
　門を入って本堂に向かって右手に 2 つのお堂があり、東側の聖天堂に大聖天歓喜天が祀られているが、
秘仏として一般には公開されていない。手前のお堂は拝殿堂。
　毎年 4 月第 1 日曜日に「森聖天歓喜天祭」を催し、多くの参詣者が集い、屋台なども出たが今は檀
家関係者がお祀りをする形に変わっている。
　西海氏は当地を含む魚住庄を開墾した一族で、神

じんぐう

功皇后の三韓出兵の際、船頭を勤めた功により西海
姓を与えられたと伝える（采邑私記）。現在の本堂は昭和 39 年 (1964) に再建された。（西島 556）。
　（「西海姓について」を参照）

　延命寺（えんめいじ）

　浄土宗で山号は青柳山。本尊は地蔵菩薩、寺伝による
と天

てんぴょう

平 12 年（740）に行基が開山し、長
ちょうはんじ

坂寺（廃寺）
の塔

たっちゅう

頭寺院として遍
へんじょうじ

照寺と共に魚住周辺の信仰の中心と
なっていた。
　立派な伽藍を持っていたが南北朝時代初めの建

け ん む

武の頃
（1334 〜 1336）の兵乱で長坂寺もろとも焼失、絵馬
堂があった現在のところに当寺の住職が苦労をして再建
をしたと言う。
　しかし後年の天正 7 年（1579）には秀吉の三木城攻
めに巻き込まれて、再び全てが焼けた。現在の本堂は昭
和 10 年（1935）に再建されたもの。地元では地蔵菩薩様と呼び毎年、地蔵盆の 8 月 24 日に開帳さ
れる（金ヶ崎 898）。
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　大歳神社（おおとしじんじゃ）

　祭神の大
おおとしのかみ

歳神は豊作、穀類、穀物の守護神で、農業を営む人々が信仰の対象としたもの。鳥居には
文
ぶんきゅう

久 2 年（1862）の建立が刻まれている。（東江井）

　西江井住吉神社（にしえいすみよしじんじゃ）

　祭神は底
そこつつおのみこと

筒男命、中
なかつうのおのみこと

筒男命、表
うわつつのおのみこと

筒男命。海上守護
と開運の神。
　今の本殿は昭和 7 年に建替え、今に至っているが、
かつて神社は海岸まで 70 〜 80 ｍもあったが、明
石海峡は潮流が激しいことから浸食が激しく、その
あと更に道路が前を通り、境内が狭くなり、鳥居の
先がすぐに道路という状況となった。海が目の前に
あるため、塩害を防ぐため、屋根は銅板を利用。
　毎月、第 1 日曜日に、土地の「住吉友の会」の世
話で神社を維持し、秋祭りの折には中尾の住吉神社
の西海宮司が祭祀を主宰し、東江井の大歳神社の祭祀もここで共に行なっている。
　隣には伏見の稲荷神社の分社としてお稲荷さんが祀ってあり、2 月に祭事を行なっている。（西江井）　

　東島住吉神社（ひがしじますみよしじんじゃ）

　 祭 神 は 西 江 井 住 吉 神 社 同 様、 底
そこつつのおみこと

筒 男 命、 中
なかつつのおみこと

筒 男 命、
表
うわつつのおのみこと

筒男命。海上守護と開運の神。祭祀は中尾の住吉神社が主宰
している。尚、中尾の住吉神社はここ東島と西江井、谷八木の
三社の祭祀を主宰。（東島）

　蛭子神社（えびすじんじゃ）

　祭神は蛭
ひるこのみこと

子命、大
おおものぬしのおおかみ

物主大神。
　享

きょうほう

保年間（1716 〜 1736）作成の地誌「明石記」に
恵比寿宮の記載があり建立は享

きょうほう

保年間以前と言える。
（「西嶋村」の項参照）
　天

てんめい

明年間（1781 〜 1789）に描かれた絵図に " 蛭子
社 " が描かれている。
　鳥居には「文化八辛未年春」（文化 8 年（1811））の
年が記載されている。
　記紀では「伊

い ざ な ぎ

弉諾」「伊
い ざ な み

弉冉」の最初の子供が蛭
ひ る こ

子と
言う名であった。蛭子が 3 歳になっても脚が立たず海に流し捨てられ、流れ着いたのが今の西宮と言
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われ、それが西宮神社（西宮のえべっさん）の祭神となった。
　七福神の一つで海上・漁民の神として祀った。西宮神社を拠点として「えびすかき」と称する宗教芸
能者が鯛を釣るまねの人形芝居を全国に普及させたことから、福をもたらす神として、特に商家に厚く
信仰され商売繁盛の神となり、今も続いている。
　西島に蛭子神社がある理由を探ってみると前述の柳原蛭子神社と同じ「蛭子」の書字であること、柳
原が五泊の一つの兵庫の大輪田の泊の近くで、西島にも魚住の泊があったことが背景にあると考えられ
る。
　古くは神社の南側には船泊があり、漁船の係留場所となっていた。祭りの太鼓蔵も隣に在って、人々
が寄る賑わいの場所であった。
　鳥居に記載されている文化 8 年（1811）は、既にあった社を整備して鳥居だけを立て直したもので
あるが、隣接地の卜部家が関わっていたとするのが自然であろう。
　玉垣に「昭和十一年、十一月吉日、卜部壮一　信徒総代　橘孫兵衛　橘五兵衛、石工　浜谷　田口」
とある。
　棟札は 3 つあり各「大正四年三月」「昭和十一年十一月」「昭和五十七年一月」に、お社を改築したとある。
　奥の棟札は「大正四年春季上棟式三月吉祥日建立　井上光太郎　大工棟梁立花繁次郎　宮本政雄　区
長西海豊吉　世話人　橘石蔵　同古岸伊之助　同橘為吉」
　　　　

　真中の棟札には「昭和十一年十一月　信徒総代　橘孫兵衛　橘五兵衛　特信　卜部壮一　大工棟梁　
立花繁治」
　更に手前の棟札には「上棟式　昭和五十七年一月　改築総代自治会長　星島重一　農会長　西海豊　
世話人　橘種一　谷口幸司　長谷川寛一　橘繁一　橘重晴　卜部昌行」
　地元の西海康氏は「蛭子神社の前に漁船を係留していまして西島の漁師は 5 〜 6 軒ありました。蛭
子神社の西に太鼓蔵、郷蔵がありそこで太鼓の練習をしました」また橘郁雄氏は「蛭子神社で相撲を取
りました」と経験談を話す。
　表紙が宝

ほうえい

永元年（1704）「播州明石郡西浦辺組西嶋村差出帳　九月　庄屋清兵衛、同太郎兵衛」となっ
ている大久保町西島村有文書（西島郷蔵の資料）に下記の記載がある。

「恵比須宮　竪三尺　横八尺　境内凡三畝歩」
　「えびす」の「蛭子」と「恵比寿・恵比須」の違いは「蛭子または夷」が語源で「恵比寿・恵比須」
は当て字。社格は村社、境内敷地 55 坪、国有地（昭和 22 年明石郡大久保町長が県への届書）

（西嶋字居屋敷 1186、1187）
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　西嶋天満宮（にしじまてんまんぐう）

　祭神は菅
すがわらのみちざね

原道真。　
「播州明石郡西浦辺組西嶋村差出帳」には、「天神
宮　竪三尺　横八尺　境内凡三畝六歩　社中ニ松
木少々御座候」の記載がある。
　西嶋天満宮については道真が寄った足跡を発見
することはできないが、先人の話として卜部八兵
衛を祖に持つ卜部家が勧請により卜部家の敷地内
に建立したとの説があるが裏付けはない。享

きょうほう

保年
間（1716 〜 1736）作成の地誌「明石記」には
恵比寿宮と並び天満宮の記載があり建立は享保年
間かそれ以前と推測できる。（「西嶋村」の項参照）
　鳥居に「文化八辛未年春」と記され、1811 年に鳥居が建立されたことが分かる。鳥居の基礎石（2 個）
は希少価値の赤竜山石を使用している。
　今井治郎氏夫妻の話では「昔は池だったところを埋めて、長野様（編注：長野邸は西島 910 番地で
卜部邸の南）の所にあった社と鳥居を昭和 15 年〜 18 年ごろに現在地に移転し、鳥居は昭和 22,23 年
ごろの台風で倒れました。母親が毎年、子供に書いてもらった絵馬を太宰府天満宮に持って行きました。
お社の前で書初め展をしていました。昔は天満宮の南側に里道がありました。入り口に松竹梅を植え、
入り口付近に大きな松の木がありましたがガソリンスタンドが出来た後に切ってしまいました」。
　西海康氏の話では「昭和 10 年頃に卜部様の土地にあったお堂（約 2 間× 1 間半）と鳥居を現在の
天満宮に持って来て、鳥居が 2 基あった記憶はありませんが、お社の前に鳥居が建っていた記憶があ
ります。終戦前はお稲荷さんを祀っており、天満宮の南側には約 4 尺の道がありました。天満宮の土
地は持ち主が年貢を払えなかったので神社の土地になったのではないかと思います」。
　西嶋字大歳 910、911,912 番地は明治 27 年と 34 年に名義が卜部八兵衛になり昭和 7 年に 910 番
地は長野英吉氏に移っている。
　卜部直之氏の話では「自分の土地に鳥居が建っていたが平成 7 年 1 月 17 日の大地震で倒壊しました。
昭和 10 年代にお社と鳥居を移設したことは知りません」。
　
　鳥居・社は昭和 10 年代（1935 〜 44）に江井ヶ嶋酒造の本社東側に隣接する天理教会の西隣にあ
る卜部邸内にあったものが移設されたもので、鳥居は昭和 20 年代前半（1945 〜 50）の台風で倒壊し、
横たわったままになっている。社は平成 19 年（2007）に改築した。

　菅原道真は延
え ん ぎ

喜元年（901）に藤原時平の讒言により大宰府に左遷され、903 年に同地で没した。
京都を発った後、船で淀川を下り、尼崎で瀬戸内海の船に乗り換えたが、兵庫で大シケに遭い須磨で陸
路を取り、須磨の網敷天満宮で休み、更に明石に入って現在は休

やすみてんじんじゃ

天神社になっている駅
う ま や

家跡に休んだと
言われ、その時に腰を掛けたという石が祀られているが、太寺のバス停にある「菅公旅次遺跡」の所に
駅家があったとされたことで碑が立っている。しかし確証には至っていない。
　かつては、道真の足跡をたどる目的で上記 2 カ所を含む全国 25 カ所を選び「菅

かんこうせいせきにじゅうごはい

公聖蹟二十五拝」と
呼ばれる、京都の北野天満宮から福岡の大宰府天満宮までの 25 社を巡拝する風習があった。多くの庶
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民に崇拝された。全国に 12,000 もある社となった原点であろうか。
　道真が没した後に京都に災禍が続き、古くからあった天界にいる神として雷、雨、水などと結びつけ
られている。またこの災禍は道真の怨霊のせいとして、北野天満宮が創建された。
　道真は学者であり、学問の神として尊崇を受け、その事が全国的な広がりの信仰となって、天神社、
天満宮、天満神社として各地に建立され現在に至っている。（西嶋字天神 764 番地）
 
　八幡神社（はちまんじんじゃ）

　八幡神を祀っており、祭神は記紀伝承上の
応
おうじんてんのう

神天皇（別称：誉
ほ む た わ け

田別又は、ほんだわけ・
品
のむだわけのみこと

陀和気命）、比
ひ め が み

売神、神
じんぐうこうごう

功皇后（応神天皇の母）
の 3 神で弓矢・武道の神。
　伝承によれば八幡神社は、住吉神社の西海和泉
守有利が勧請したと伝えられる。神仏習合の流れ
から同村の如法寺が同じ西海和泉守有利によって
建立されている。
　如法寺の大垣住職は「住吉神社の別当を兼ねて
いたことから八幡神社の本堂前の堂は如法寺の
所有で、また八幡神社は全国に 7,817 社があり、
武家から弓矢八幡として崇敬を集め、戦争中は武
運長久を、戦後は地域を守る神として存在しています」と話している。
　建立は、如法寺と同時期の大治年中（1126 〜 31）と考えられる。
　天明年間（1781 〜 1789）に描かれた絵図に「八幡宮小社」が描かれている。鳥居の左側の柱裏面
に「文化 11 年甲戌八月吉日」（1814）と建立年月が、右側は「當所願主」とある。玉垣は昭和廿八年
七月」とある。昭和 51 年 10 月に社を改築した。地元では「はちまんさん」で親しまれている。
　昭和年間は住吉神社の西海宮司が毎年祭祀を行っていたが、今は地元有志が清掃などを行い守ってい
る。例祭日は 7 月 15 日。
　八幡宮は総本社の宇佐神宮が最初。清和天皇（850 〜 880）が石

いわしみずはちまんぐう

清水八幡宮に分霊し、源氏の氏神
として尊崇され、源頼朝が鶴岡八幡宮に分祀後、全国に広まった。
　厄除けの神として各地に「○○厄

やくじん

神さん」と称する神社の多くに八幡神社がある。そのことから地域
の人の厄除対象として信仰されている。
　八幡神社は全国に前述の宇

う さ じ ん ぐ う

佐神宮や石
い わ し み ず

清水八幡宮、福岡の筥
はこざきぐう

崎宮などが有名。明石市内では当社のほ
か、大藏八幡神社（大藏八幡町）、鳥羽八幡神社（野々上 3 丁目）、八幡神社（鳥羽）、大窪八幡宮（大
久保町大窪）がある。
社格は村社、境内敷地 84 坪、堂を除き国有地（昭和 22 年明石郡大久保町長の県への届書）

（西嶋字北カ市 592 番地）
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　蛭子神社、西嶋天満宮、八幡神社の鳥居の建立年

　鳥居の建立年が蛭子神社、西嶋天満宮がどちらも文化 8 年（1811）、八幡神社が文化 11 年（1814）
とほぼ同時期である。村の一大事業であった寛政池が出来てから 10 年を過ぎ、当時の西島村の庄屋卜
部太郎兵衛、森村の庄屋西海六右衛門が村の安寧と生活の向上を神に願い建立したと推測できる。
　蛭子神社は卜部太郎兵衛宅を祖に持つ家の東側、かつての西嶋天満宮は卜部八兵衛を祖に持つ民家に
あった。森の西海六右衛門を祖に持つ家、人物は分からないが八幡神社は西島と同じく村の庄屋あるい
は有力者が保存の役割を担ったものと推測できる。
　このように蛭子神社は豊漁や商売繁盛を願い、八幡神社は厄除けを願い、西嶋天満宮は農耕の神、学
問の神として信仰を集めていることは、当時の人々の願いが上手くからみ合っているからだろう。
　
　柳井住吉神社（やないすみよしじんじゃ）

　祭神は底
そこつつのおのみこと

筒男命、中
なかつつのおのみこと

筒男命、表
うわつつのおのみこと

筒男命。海上守護と
開運の神で、天明元年（1781）に建立（明和 2 年・
1765 説も）。祭祀は大久保の住吉神社の系統になり、
そこの宮司が神事を行っている。　（柳井）
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　市・江井島サービスコーナー

　市役所の市民課の出先として昭和 49 年（1974）
に設置。警察の江井島交番と消防の江井島分署に隣
接。( 江井島 794-8)

　警察（江井島交番）

　明治 26 年（1893）に現在の場所から西に約 200m の 6 差路の南西角の場所に駐在所として設置（江
井島 683-3）。
　昭和 38 年（1963）に現在の場所に移動。( 江井島 794-9)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　消防（江井島分署）

　昭和 39 年（1964）に消防、平成 23 年（2011）に救急が設置された。常在 3 〜 4 人。管轄区域は、
東は谷八木川、西は中尾の住吉神社、北は明姫幹線まで。( 江井島 794-8)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　



31

第
６
章　
　
文　
教

文　教第６章　　
　
　

　明石市立江井島小学校

　明治 4 年（1871）11 月郷学校を長楽寺に開設（「長
楽寺」の項参考）。
　明治 5 年 8 月最初の近代的学校制度を定めた「学
制」の公布により昭和 6 年（1873）に貫道小学校
を設立（明石で最初の小学校）。これにより江井島小
学校の創立記念行事は明治 6 年を創立年としている。

（市教委）

　明治 4 年（1871）郷学校を開設（長楽寺）
　   〃 6 年（1873）貫道小学校設立
　　〃 11 年（1878）屏風小学校と改称
　　〃 20 年（1887）屏風簡易小学校と改称
　　〃 25 年（1892）屏風高等小学校と改称
　　　　　　　　　　　江井島尋常小学校と改称
      〃 41 年（1908）江井島尋常高等小学校と改称
   昭和 22 年（1947）明石郡大久保町立江井島小学校と改称
      〃 26 年（1951）明石市立江井島小学校と改称
　   〃 55 年（1980）明石商業高校が長坂寺へ移転により、その跡地の現在地に移転

明石公園内の中央公民館で開校していた明石市立高齢者大学校あかねヶ丘学園が昭和 58 年　　
（1983）に江井島小学校内に移転、併設された。あかねヶ丘学園は平成 12 年（2000）に松が丘
南小学校の廃校に伴い、その跡地に移転した。（西島 252）

　平成 11 年（1999）4 月 1 日に大久保南小学校の設立により、一部の児童の通学区域の変更があった。
　
　
　♪江井島小学校歌♪
　　　　　  作詞：坂口保　作曲：野村退蔵

　　波静かなる　瀬戸の内
　　明石の浦の　磯づたい
　　遠き　祖先の　築きけむ
　　船瀬のあとさえ　なおのこる
　　家並にぎわう　わが郷土
　　ああ　江井島　われらの誇り
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　明石市立江井島中学校

　江井島小学校の児童数の増加により江井ヶ島地区単
独の中学校新設。昭和 54 年（1979）に農業用溜め池
の一部を埋め立てて現在の地に開校 ( 西島 680-5)

　♪江井島中学校歌♪
　　　　　　作詞：黒部亨　　作曲：山手照夫

　　海原青き　瀬戸内の
　　恵み豊かな　明石浦
　　誇りは高し
　　自主創造の　誓いを胸に
　　いざ讃えん　江井島中学校
　

　明石市立明石商業高等学校

　昭和 28 年（1953）4 月望海中学校で仮校舎授業開始
　　同 30 年（1955）10 月江井島小学校で借用校舎
　　同 31 年（1956）10 月本校完成
　　　　　　　　　　　（西島 252・現江井島小学校）
　　同 53 年（1978）魚住町長坂寺 1250 に移転

　江井島小学校の正門を入った左手（東側）に、同校の
同窓会が昭和 62 年（1987）に建立した縦約 1.5 ｍ、横
約 2 ｍの「明商発祥の地」の碑がある。開校式から新校
舎完成までの略史が書いてあり、隣には校歌の碑もある。
　明石市内には全日制普通科高校 6 校、定時制高校 1 校、全日制商業科高校 1 校があるが、実業人養
成を目的とした高校であり古くから「明商 ( めいしょう )」として親しまれている。2016 年、春の選
抜高校野球大会に出場。

　明石市立少年自然の家

　昭和 57 年（1982）に江井島小学校が移転した跡地に建て
たもの。子ども・青少年向けの講座や海辺や自然と親しむプ
ログラムを用意して様々な野外活動を楽しむ施設で、江井ヶ
島海岸から 3 分という好立地にある。
　教育委員会青少年教育課（江井島 567）
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　江井島コミュニティ・センター

　高齢者大学、市民講座「えいがしまセミナー」、ヨガ
や文化教室、パソコン教室、趣味のサークルなど生涯
学習を中心に運営している。略して江井島コミセンま
たは江井島中学校敷地内にあることから中学校コミセ
ンあるいは中コミという。（西島 680-5）
　

　江井島小学校区コミュニティ・センター

　住民交流を目的としたまちづくりの拠点として設置。スポー
ツクラブ 21 や夏まつり、敬老会、ふれあい喫茶など住民交流
を通して、コミュニティづくりの活動推進をしている。略して
小学校コミセンまたは小コミという。（西島 252）
　市民生活局 市民協働推進室 コミュニティ推進課
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産　業第７章　　

　日新信用金庫江井ヶ島支店

　大正 10 年（1921）有限責任明石信用組合設立、昭和 26 年（1951）に明石信用金庫に改組。
　昭和 50 年（1975）4 月に三木 ( 三木市 )、神港 ( 神戸市 ) の各信用金庫と合併、明石市に本店を置
き日新信用金庫となる。兵庫県下に支店 35 店舗。
　昭和 32 年（1957）9 月に神戸銀行江井ヶ島支店の店舗跡地に江井ヶ島支店を新規開設。
　その後、江井島 739-1 に移転し、平成 28 年（2016）3 月７日に旧浜国の江井ヶ島交差点の東側に
移転した。（江井島 835-1）

（後述の旧神戸銀行江井ヶ島支店の項参照）

　明石江井ヶ島郵便局

　明治 38 年（1905）に、江井島 515-1 に 2 階建て
で開局。当時は現在の少年自然の家と学校橋との東西
の坂道にあった。昭和 57 年（1982）に現在地に移転。
　逓信省が昭和 24 年（1949）から郵政省と電気通信
省に分かれたが、当郵便局は電電公社 ( 現 NTT) の委
託により 2 階で磁石手動式の電話業務や電報を扱って
いた。その後ダイヤル自動化により郵便専業となり、
さらに郵政民営化により現在の体制となっったが地域
に密着した姿勢は変わらない。参考までにこの地域の
郵便番号、江井島は 674-0064、西島は 674-0065、
金ケ崎（柳井）は 674-0071。（江井島 751）。
　
　江井ヶ島漁業協同組合

　昭和 24 年（1949）9 月に屏風浦漁業協同組合設立、
昭和 39 年（1964）4 月に法人名の変更により江井ヶ
島漁業協同組合となった。
　平成 18 年（2006）には魚住漁協と合併、谷八木川
から魚住町の東端の沿岸部までの漁業従事者で構成す
る水産業協同組合法に基づく協同組合法人で県下 37
漁協の 1 つ。
　主たる事業は漁船漁業とノリ養殖。漁船漁業は小型
底曳網漁業が中心。
　江井ヶ島漁協は「明石たこつぼオーナー制度」で近
年注目を浴びている。正・準合わせた組合員は 95 人。
　古来漁業の町として知られる明石には漁場である鹿の瀬を控え漁業の面でも大きく発展している。江
戸時代、明石藩では漁業の免許制度や漁場の権利についても法を定めてその保護、奨励に努めた。
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　江井ヶ島はタコ壺、タコ釣り、ざこ延縄で知られているが、特に東島で漁業が発展した。しかし消費
者の魚離れと気候の不順に備え海苔の生産を始めた。今では明石の特産品の 1 つとなっている。

（江井島 418-6）

　明石農業協同組合（JAあかし）江井ヶ島支店

　明石市農業協同組合と大久保町農業協同組合が平成 4 年
（1992）に合併し、明石農協として新たに出発。農業協同
組合法に基づく法人。旧大久保町農協の本店が新生明石農協
の本店となった。江井ヶ島支店は支店 5、直営所 2 の 1 つ。
　明石農協全体は正組合員 1,639 人、準組合員 6,875 人の
計 8,454 人。( 江井島 759-1)
 

　日工株式会社

　大正 8 年（1919）日本工具製作 ( 株 ) を西新町に設立、「トンボ印のショベル、スコップ」で昔馴染
みの人も多いが、現在はシェア 70％のアスファルトプラントやバッチャー（コンクリート）プラント
などの産業機械メーカー。
　昭和 37 年（1962）江井ヶ島に工場設立。その後本社機構も江井ヶ島に移転、昭和 43 年（1968）
に日工に改称、資本金 91 億 98 百万円、東証一部上場。( 江井島 1013-1)
　
　旧神戸銀行江井ヶ島支店

　神戸銀行は合併を繰り返して今の三井住友銀行となった。
　三井住友銀行は現在では三大メガバンクの一つで、日本を代表する銀行であるが、江井ヶ島に前身の
神戸銀行の支店があった。
　神戸銀行になる前は更に合併の歴史でもある。 
　明治 11 年（1878）、明石郡明石西本町 24 番地に米沢長衛が中心となって、法律により明石第
五十六国立銀行を設立、国立銀行存続期間終了（国立銀行は 20 年間時限の法律）により明治 31 年

（1898）、資本金 50,000 円で株式会社五十六銀行として普通銀行になり米澤家が代々経営することと
なる。明石を中心に営業基盤強化に努め、大正 12 年（1923）に万里銀行を合併、姫路まで店舗網を
広げた。
　昭和 3 年（1928）には明治 31 年（1898）に創立の二見銀行を合併、翌月の 6 月に更に明石実業
銀行を買収し、江井ヶ島を初めとして二見、土山、及び大久保の 4 支店を開設した。
　その後、五十六銀行を含む兵庫県下の 7 行が昭和 11 年（1936）に合併して神戸銀行が誕生、誕生
時の店舗名は五十六銀行江井ヶ島支店であったが、新たに神戸銀行江井ヶ島支店としてスタートした。
江井ヶ島支店の所在地は兵庫県明石郡大久保村。現在の西島 1098-5、橘邸の場所である。
　江井ヶ島支店は昭和 31 年（1956）12 月に県下 7 店舗の廃止の 1 つとなり、明石支店が継承店となり、
江井ヶ島支店は 28 年間の歴史に幕を閉じた。ちなみに神戸銀行は地方名こそ冠しているが都銀であっ
た。
　歴史を整理するため、古い順で追っていくと神戸銀行（昭和 11 年・1936）→太陽神戸銀行（昭和 48 年・
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1973）→太陽神戸三井銀行（平成 2 年・1990）→さくら銀行（社名変更 / 平成 4 年・1992）→三
井住友銀行（平成 13 年・2001 〜現在）。
　同所に明石信用金庫（現日新信用金庫）が入居。明石信用金庫はその後、江井島 739-3 に移転し、
さらに平成 28 年（2016）現在地の江井ヶ島駅南の江井島 835-1 に移転した。（日新信用金庫の項参照）

　ノーリツ株式会社明石工場

　昭和 26 年（1951）神戸市元町に能率風呂工業㈱を
設立。同 37 年（1962）西江井ヶ島駅北側に明石工場
設立。総合住宅メーカー。資本金 201 億 6,700 万円、
東証一部上場。
　但し所在地は西島ではなく魚住町中尾 337。

　江井ヶ島は古から酒の醸造が盛んな地で「西
にしなだ

灘（にしのなだとも）」と呼ばれ、美味しい酒が評判である。
「宮水」という酒の醸造に適した湧き水と「谷米」と呼ばれ明石の北部で採れる「山田錦」の良質な米によっ
て江戸時代に酒製造が産業として開始した。
　卜部家から幕府が酒造株改めをした年の延宝 7 年（1679）の「酒造株定書」「酒造株鑑札」が見つかっ
ている。当時の西嶋村では酒造製造は１軒で宝永元年 (1704) の記録にも卜部八兵衛の名前だけがあり、
この土地で酒の製造をしていたことが分かる。醸造元が質屋を兼業しているのが普通で八兵衛も質屋を
経営していた。天保 13 年（1842）に明石領内に 61 軒の酒造家があり酒造大行司の統率の元、株仲
間が結成された。
　また播磨地方で産する米は一般に播磨米と呼ばれていたが、特に明石領内から産する米は大極上とし
て明石天守米と呼ばれ取引されている。
　かつては明石市内に多くの酒造メーカーがあったが時代とともに減少した。
　なお、明石市はこの伝統産業の普及促進を図るために平成 25 年 (2013)11 月 1 日に「清酒乾杯条例」
を制定した。一般的には「とりビー」( とりあえずビール ) と言われるほど乾杯はビールであるが、明
石市民は酒席では「とりあえず清酒で乾杯」と言う事を主目的とした条例で、全国の酒どころの自治体
でも類似の条例がある。県下の 13 自治体が制定。
　
　戦前から長い歴史の中で酒造メーカーは育ってきたが、昭和 40 年以降からはお酒の嗜好の変化で日
本酒離れにより廃業、事業の縮小、移転等により企業数が減少。

醸造業第８章　



37

第
８
章　
　
醸
造
業

　昭和30年代の江井ヶ島地区の酒造メーカー。（社名は当時名、「代表銘柄」、所在地の順）
　① 江井ヶ嶋酒造（株）（「神鷹」大久保町西島 919）　
　② （株）卜部商店（後の（株）本卜部商店「桃正宗」大久保町西島1081）　
　③ 田中酒造（名）（「玉箒」大久保町江井島 291）
　④ 卜部酒造（株）（「天啓」大久保町西島1193）　
　⑤ 三木酒造（資）（「志満の白菊」大久保町江井島 316）　
　⑥ 池田平蔵商店（後の池田酒造（株）「初笑」大久保町江井島 795）　
　⑦ 藤田酒造（資）（「蛤正宗」大久保町西島）
　⑧ 恵美須酒造（株）（「聖泰」大久保町江井島 292）　
　⑨ 大和酒造（株）（「大和鶴」大久保町西島1063-2）　
　⑩ 田中広治商店（後の太陽酒造（株）「赤石」「太陽」大久保町江井島 789）
　⑪ 桜酒造（株）（「サクラ一文字」大久保町西島1001-4） 　 
　⑫ 白鶴酒造（株）江井ヶ島支店（大久保町西島1194）　
　 
　平成 29年（2017）現在、江井ヶ島にある酒造メーカーは3社。
　① 江井ヶ嶋酒造（株）　　 「神

かみたか

鷹」　　　　 　大久保町西島 919　   
　② 太陽酒造（株）　　　　 「赤石」「太陽」　　大久保町江井島 789　
　③ 大

だ い わ

和酒造（株） 　　　　「大
や ま と つ る

和鶴」　　　 　大久保町西島1063-2 

　江井ヶ嶋酒造株式会社

　創業は延宝 7 年（1679）。卜部家 5 代目八右
衛門の弟兵吉が独立して明治 21 年（1888）5
月 22 日、株式法人を県知事に設立申請。資本金
は 3 万円。6 月 11 日に認可。商法がまだ制定さ
れていないときであった。
　兵庫県下で最初の株式会社であり、資本と経営
の分離という、近代の経営手法を取り入れた進取
の精神を持つ企業。土地の人は株式会社の経営形
態が珍しいことから江井ヶ嶋酒造を「かぶしき」
と固有名詞の代わりに呼んだ。
　現在ではお酒の販売は紙パックや一升瓶に入っ
ていることが普通であるが、昔は酒の小売は樽と徳利で販売しており、量り売りも当たり前であった。
市場では偽のレッテルを貼付した徳利が横行していたことから明治 32 年（1899）に業界に先駆けて
製瓶を自社生産で行い偽造品の防止と品質管理の向上を図り、業界でも大きな評判を呼んだ。
　一方大正 8 年（1919）にはウィスキーの製造免許を取り、ワイン製造には山梨県に自社の農園を持ち、
日本酒はもとよりウィスキー、ブランデー、焼酎、ワイン等を世に送り、ビール以外の総合醸造メーカー
として歩んでいる。代表銘柄は日本酒では「神

かみたか

鷹」、ウィスキーでは「あかし」。（西島 919）
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　太陽酒造株式会社

　蔵のスローガンは「端麗辛口に反旗を翻す」。無濾過
の原酒にこだわり「濃酵辛口」を目指している。
　創業は天保 10 年（1839）、法人化は昭和 33 年

（1958）12 月 11 日。年商は 100 石（一升瓶換算 1
万本）。家族経営で毎年 4 月末から 10 月末までの毎金
曜に 1, 000 円で試飲会を実施して毎週好評を得て左
党に楽しみを与えている。独特の濃い味がウリで一度
試飲会に行くと病みつきになる人も多いと言う。代表
銘柄は「赤石」「太陽」。（江井島 789）
　

　大和（だいわ）酒造株式会社

　戦後創業のメーカーであるが終戦まで中国で酒造りを行っ
ていた。酒蔵内は 7 トンの仕込み貯蔵タンクが並び生産量
としては市内で最大である。現在は市販をせず、瓶詰めをす
る前の原酒のまま製造メーカー間の取引を行う「桶売り」で
ある。銘柄として「大

や ま と つ る

和鶴」がある。（西島 1063-2）

　山陽電車・江井ヶ島駅

　神戸姫路電気鉄道（注）が大正 12 年（1923）8 月
に開業。
　昭和 16 年（1941）7 月からは準急が停車していた
が、いつから停車しなくなったのかは不明。
　昭和 18 年（1943）から昭和 23 年（1948）まで
急行が停車していた。昭和 45 年（1970）駅舎を 4
連用にすると共にホーム連絡用の地下道が作られた。
平成 30 年（2018）にエレベータ設置予定。乗降客
4,013 人（2011 年調べ）。
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　山陽電車・西江井ヶ島駅

　江井ヶ島駅と同時に開業、江井ヶ島駅から
1.4 ｋｍ西。
　昭和 16 年（1941）7 月からは江井ヶ島駅
と共に準急が停車していたが同じく停車しな
くなった時期は不明。
　開業当時は「江井ヶ島西口」と称し昭和 19
年（1944）4 月 1 日に現在の駅名になる。
　開業時には、駅の南側に貨物の引き込み線
があり、駅前には運送会社が店を構えてい
た。地場産業の瓦、タコツボ、酒類を貨物列
車が明石と姫路間に 1 日 3 往復していた。昭
和 35 年（1960）頃に廃止され、昭和 44 年

（1969）11 月に駅舎を 4 連連結車両用に改
築にするに併せて引込線もなくなった。その後、昭和 49 年（1974）にはホーム連絡用の地下道が設
置された。
　乗降客 3,605 人（2011 年調べ）

　
　明石市コミュニティバス（たこバス）

　「交通不便地域の縮減」「移動制約者の移動手段の確保」「環境負荷の軽減」の 3 つを基本コンセプト
に基づき、平成 16 年（2004）に JR の大久保駅と魚住駅から江井島方面と魚住北部の路線で社会実
験運行を行って、順次市内に拡大していった。市の平成 26 年（2014）8 月の「明石市交通安全実施
計画書の実績報告」によると西明石以西のルートは 16 に増えて年間 102 万人が利用している。
　たこバスの原点が江井ヶ島線、西江井島線であったのは嬉しい限りであるが、古老によると「大久保
への交通機関がなく、今ほど自動車が普及していない頃に、歩いて大久保の役所に住民票や戸籍を取り
に行った。片道で 1 時間近くかかった」と言う話を聞くと今では想像すらできないことが、かつてあっ
たことは歴史として記録すべきである。まさに基本コンセプトの実現である。
　今は江井ヶ島では大久保間、魚住間の足として多くの人に利用されている。
　参考ながら市内の市営バスは平成 24 年（2012）に山陽バスと神姫バスへ移管した。

　（注）神戸姫路電気鉄道は大正 12 年（1923）8 月 19 日に明石・姫路間を日本で最初の直流 1,500V　　
による運転で旅客営業を開始。
兵庫・明石間の兵庫電気鉄道と姫路・明石間の神戸姫路電気鉄道の 2 社を宇治川電気（関西
電力の前身の 1 つ）が併合させて、自社の鉄道部門としたが、鉄道部門を昭和 8 年（1933）
に分離、山陽電気鉄道となる。
昭和 43 年（1968）に神戸高速鉄道の設立で阪急・阪神の相互乗り入れで拡大。今では阪神
梅田と姫路との特急の乗り入れで、姫路から乗り換えなしで梅田まで行くことが出来るが、運
賃と所要時間で JR との競争が課題となっている。同社ホームページでは「山陽電鉄」は兵庫
電気軌道を前身として明治 40 年（1907）に設立となっている。
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第10 章　病　院

　県道 718 号線（旧国道 250 号線）

　昭和 31 年（1956）に国道制定。
　国道 250 号線として市内南部を東西に
走っており北側の国道 2 号線に対して県
道となった今も「浜

はまこく

国」と呼ぶ。
　2 号線と 250 号線の間に「明

め い き

姫幹線」
が昭和 55 年（1980）に 2 車線で暫定開
通、平成元年（1989）には 4 車線開通を
して明姫幹線が 250 号線バイパスとなっ
た。更に平成 10 年（1998）に明姫幹線
は、250 号線バイパスから 250 号線本体
となって、旧の 250 号線は国道の座を渡
し、県道 718 号線となった。一般的には
県道明石高砂線と呼ぶが、県道となっても、未だに「浜国」の名称で地域の道として利用されている。
道幅が狭く、一部には歩道がなく、自転車も多く、危険な場所や交通量も多いことから、時速は 40 ｋ
ｍに抑えられている。（写真：エーコープ南から東方面）
　

　西江井島病院

江井ヶ島地区で最初の病院。
開業：昭和 55 年（1980）
病床：104 床、人工透析：13 床、診療科目は外科、胃腸科、内科、整形外科、脳神経外科、リハビリテー
ション科、人間ドッグ、皮膚科、小児科。
居宅介護センターとデイサービスセンターを持つ総合病院である。（西島 653）

　大西脳神経外科病院

脳神経の専門病院。専門誌や一般紙でも取り上げられ、全国的にも有名。
開業：平成 12 年（2000）、平成 25 年（2013）9 月に増改築
病床：122、診療科目は脳神経外科、神経内科、放射線科、麻酔科、リハビリテーション科

（江井島 1661-1）
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その他製造業第11章　

　明石瓦

　江井ヶ島の土は良質の粘土に恵まれて東隣の八木地域と共に瓦の生産が盛んな土地であった。
　瓦の語源はインドの梵語「カパーラ」から転化したといわれ、インドから中国に、朝鮮の百済から 6
世紀の仏教伝来の後に日本に伝わった。
　初めは寺院に使われ、次第に宮殿、神社、貴族の邸宅、そして庶民に広まっていった。
　古代瓦の研究者である井内潔氏の帝塚山大学考古学研究報告ⅩⅤ「明石・高丘窯の屋瓦と鴟

し び

尾」によ
ると、大久保町高丘窯では 7 世紀前半には飛鳥の寺の屋瓦を、7 世紀中ごろには四天王寺の鴟尾を生
産していた」と平成 24 年度に発表をしている。このように日本の中でも早かったようである。
　西脇の報恩寺（三木合戦時、豊臣方により焼失し再建されず、廃寺）跡から室町時代の瓦が出土し、
法隆寺を改修した奈良の瓦大工の橘吉重の幼名の彦次郎名が刻まれていたため話題になった。大久保周
辺は奈良時代から多くの寺院が建立され、奈良の瓦師の一族である橘氏がたびたび訪れて普請に当たっ
たと言われている。西島の如法寺を改築した大工も橘景正と言う記録があり、瓦師たちがここに定住し
て瓦造りを始めたのではないかと言われている。（「橘姓について」の項参照）
　「西明諸記」（注）にはこの付近に橘姓が多いのはこのためではないかとしている。
　明石瓦事業協組の記録では室町時代中期に本格的に始まり慶長 5 年（1600）に池田輝政が播磨を治
めてから盛んになった。第 8 代明石藩主の松平直明（まつだいらなおあきら）は大いに産業を奨励し「明
石瓦」を政策の 1 つに取り上げて特産とした。
　ピークの昭和 30 年頃にあった明石瓦の窯元は舞子 4、大蔵谷 6、谷八木 9、中八木 21、西八木
12、東江 16、西江 4、西島 3（内森 1）、柳井 2、中尾 2。明石市産業振興財団によるとこの頃の年間
生産は 3,000 万枚であったが、塩の燃焼で表面に光沢を出す塩焼瓦は化学物質のダイオキシンを発生
し、公害として人体に影響を与える事から事業の継続が課題となった。
　更に良質の粘土を使いきり昭和 30 年（1955）中頃より 40 年（1965）代に至っては加西地方から
土を運んで事業を継続していたが先ほどの焼成方法、住宅の形態の変化や時代の新たな発明で使用が限
られることとなり、西島に残っていた明石窯業が廃業したことから谷八木から江井ヶ島にかけて瓦業者
は姿を消した。

　（注）西明諸記は昭和 29 年（1954）発行の大久保周辺を記した文書

　昭和35年（1960）頃の江井ヶ島地区の瓦メーカー（除柳井）
　① （資）岸本瓦工業所　　　江井島 169　　　岸本 藤吉　　　粘土瓦
　② 江井島窯業（有）　　　　江井島 116　　　崎野 邦三　　　粘土瓦
　③ （名）崎野洋瓦所　　　　江井島 967　　　崎野 関治　　　粘土瓦
　④ （株）尾仲洋瓦所　　　　江井島 185　　　尾仲 信一　　　粘土瓦
　⑤ 林瓦工業（株）　　　　　江井島 979　　　林平 治郎　　　粘土瓦
　⑥ （資）瓦友　　　　　　　江井島 207　　　橘　武明　　　 粘土瓦
　⑦ 日置産業（名）　　　　　江井島 689　　　日置 光治郎　　粘土瓦
　⑧ 植田瓦工業（資）　　　　西島 966　　　　植田 悦治  　    粘土瓦
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　⑨ 明石窯業（株）　　　 　 西島 455　　　　  西山 上七　　　    粘土瓦
　⑩ 平山洋瓦所　　　　　　江井島　　　　      平山　昇   　        粘土瓦
　⑪ 尾仲瓦製造所　　　　　江井島 154　　     尾仲 忠彦　　　   瓦
　⑫ かねじ洋瓦工業所　　　江井島 106-2　　  田中 政一　　　   瓦　
　⑬ 岸本瓦製造所　　　　　江井島 170　　　  岸本 載治　　 　  瓦
　⑭ 橘瓦製造所　　　　　　江井島 965　　　  橘　友吉　　　    瓦
　⑮ 田中洋瓦製造所　　　　江井島 209　　　  田中 誠一　　   　瓦
　⑯ 橘房治瓦工場　　　　　江井島 189　　　  橘　房治　 　  　 瓦
　⑰ 米田瓦工場          　　  江井島 188-2　　  米田 石五郎　 　  瓦
　⑱ 山里瓦工場　　　　　　江井島 81　　　    山里 信治            瓦
　⑲ 住　瓦工場　　　　　　江井島 153　　  　住徳　保　　　    瓦
　⑳ 田中土管製造所　　　　江井島 771　　　  田中 繁光　　 　  陶管
　㉑ 大西陶管製造所　　　　江井島 307　　  　大西 亀之助　　   陶管
　㉒ 中友明石陶園　　　　　西島 111-1           今井 正野            陶管
　㉓ 橘　陶管　　　　　　　西島 773-1　　　  橘　康栄　　　　 陶管
　㉔ 大西蛸壺製縄所　　　　江井島 527-2　　  大西 英一　　　　蛸壺縄
　㉕ 西海製瓦所　　　　　　西島 933　　　     西海 佐一　　　　粘土瓦
　　

　魚住古窯跡群

　江井ヶ島から中尾にかけて東西約 2㎞、南北約 1㎞に 12 世紀中ごろから 15 世紀前半ごろの窯跡が
発見されており、住吉神社を荘園領主とする魚住荘であったとされることから「魚住古窯跡群」と呼ば
れる。
　中尾川流域の中尾川支群に 36 基、赤根川流域の赤根川支群に 16 基確認されている。
　赤根川支群は 13 世紀中ごろから 15 世紀前半の須恵器が採集され、魚住泊から海路を利用して畿内
を始め、中国、四国、九州さらには関東地方まで広く流通していた。しかし 15 世紀になると備前窯の
擂鉢 ( すりばち ) の生産と供給が拡大し、魚住窯は衰退し、東播系中世須恵器は終わりを迎えた。
　
　たこつぼ

　赤根川周辺は古くは古墳時代の窯跡から中
世の城跡まで多彩な遺跡がある。
　昭和 47 年（1972）の赤根川改修工事と昭
和 54 年（1979）の江井島港改修工事、昭和
58 年（1983）、昭和 60 年（1985）には災
害復旧護岸工事に伴う発掘調査が行われ、多く
の遺物が出土した。
　赤根川河口より約 600 ｍ北の河岸段丘斜面
部に立地し、8 世紀中葉から 9 世紀前葉の焼
け損じたイイダコ壺や製塩土器が多数発見さ
れた。　イイダコ壺は全て釣鐘形のもので、製
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塩土器は底部が丸く口縁が外反する煎熬（せんごう・煮詰めること）用のものと、底の尖った鉢型の焼
塩用がある。
　特にイイダコ壺は不規則に散乱し無造作に廃棄された状態で発見され、完成品も多数認められたが、
枝縄をつけて壺縄漁を行った痕跡はなく、フジツボの付着した壺は 1 点もなかった。
　土器を観察すると窯の温度が上がらず軟質に焼きあがったもの、壺上部と吊り手の接合が上手くいか
ず外れているものなどから窯のすぐ近くに作られた製品の集積場、及び焼損じた製品を堆積させた跡が
想定できた。イイダコ壺以外には弥生時代後期（3 世紀）の甕、古墳時代（6 世紀）の須恵器、奈良時
代（8 世紀）の須恵器、杯碗、盤、長頸壺等が出土した。
　イイダコ壺については弥生時代後期から奈良時代までの間に焼成された。弥生時代のものは平底もあ
るが丸底が多く、口縁部近くに紐通孔が 1 カ所あるタイプが登場、古墳時代中期には釣鐘型をしたイ
イダコ壺が作られこのタイプが現在まで続く。このイイダコ壺を大量に窯業生産したのは 8 世紀中葉
と考えられる。（写真：奥はプラスチック製、手前は焼物製）

　明石のり

　明石鯛、明石タコに続く第 3 のブランドの明石
のりは昭和 29 年（1954）ごろから養殖が開始さ
れた。今では、全国ブランドとなり生産量では佐
賀県に次いで兵庫県が 2 位の位置を占めている。
兵庫県の中では明石がトップである。（写真：のり
を採る「もぐり船」）
　海水と淡水の交わるところが栄養豊富で海苔の
育成に適していると言われており、冬から春先に
かけて冬場の海の産業になっている。
　過去には手で摘み取っていたが今は「のりひび」
と呼ばれる海苔網を付着生育させる網の中を「も
ぐり船」がくぐって採取する方法で効率を高めている。明姫幹線沿い（所在地は江井島）の海苔業者「鍵
庄」は明石のりの製品を多く販売しているが拠点を江井ヶ島から貴崎に移した。
　明石観光協会は「明石のりは格調高い香ばしい香りと、パリッとした歯切れの良い食感、濃厚な味、
そして黒々としたつやにあり、豊かな明石海峡の海の幸となっている」と宣伝している。
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池・海第12 章　

　香盤池（こうばんいけ）

　柳井の延命寺から北へ 200 ｍの明姫幹線沿
いに行基が亡くなった人を弔うために作ったの
ではないかと言われる池がある。
　池は周りに樹木が茂り形は楕円形をしてお
り、広さは約 2,000㎡、中に島が 4 つあった
が今は 2 つとなっている。
　村人はこの池の木を伐るのを禁じられてい
た。祟りがあるというものであり、天正 8 年

（1580）の三木城落城の際に別所長治の一族
が殺され、埋葬された所と言う伝承から来てい
る。事実、水田の開発を行った時に、多くの人
骨と六文銭が発見されたことや六地蔵があって
霊を祀っている事が背景にある。
　柳井の北の明姫幹線の信号近くに墓地がある
が、明姫幹線の工事前は村の戸数に比して相当
大きな墓地であった事から別所一族など多くの
人が埋葬されたのではないかと言われている。
　明姫幹線の工事に際して、香盤池を一部壊すことになるので地元の人や延命寺住職によって昭和 54
年（1979）に丁重に供養をするとともに、そこにあった六地蔵を、延命寺の本堂南側の境内に移し、
五輪の供養塔も建てた。
　明姫幹線の開通にともない、明姫幹線の信号北東に新たに六地蔵が作られている。
　
　ため池

　明石は全国有数のため池地帯である。平成 27
年（2015）8 月現在で 104 のため池がある（明
石市発表）。昭和 46 年（1971）には 473 あり、
比較すると 369 の池が減少した。
　農地の耕作放棄地の増大、農業従事者の減少に
よって、役割を終えた土地が増加し、水を供給す
る必要がなくなり、減少する池が出てきたことが
大きな原因となっている。分布は農地が多く残っ
ている明石西部地域に偏っているが、この地域は
新しい住宅やマンションが建ち、農地が宅地化に
なっている事でも池の減少がわかる。また学校建
設にはため池を埋め立てて建設することが多い。
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　更に公共施設でも埋め立てて供している明石川浄水場、明石市公設地方卸売市場、西部市民会館、明
石市消防本部がある。
　写真は江井島中学校の西側の大池で生息している鳥の説明板「大池で見られる野鳥たち」
①カルガモ　②ミコアイサ（パンダガモ）③ヒドリガモ　④コガモ　⑤ハシビロガモ　⑥マガモ
⑦オカヨシガモ　⑧キンクロハジロ　⑨ホシハジロ　⑩オナガガモ　⑪ダイサギ　⑫コサギ
⑬アオサギ　⑭セグロセキレイ　⑮ハクセキレイ
　　　　　　　　　　　　　　
　池を埋め立てて建てた学校
　錦が丘小学校（1974 年）…西谷上池
　高丘小学校（1975 年）…釜井谷池
　高丘西小学校（1976 年）…上町池・下町池
　沢池小学校（1980 年）…沢の池
　二見西小学校（1998 年）…今池
　二見中学校（1974 年・移転）…中池
　高丘中学校（1975 年）…中池
　野々池中学校（1977 年）…野々池
　江井島中学校（1979 年）…皿池
　魚住東中学校（1982 年）…16 号池
　明石南高校（1965 年・移転）…新池・清水谷池
　明石北高校（1972 年）…雑菜池
　明石西高校（1976 年）…大池
　明石商業高校（1978 年・移転）…16 号池
　明石清水高校（1980 年）…覚念池
　明石城西高校（1984 年）…下ヶ池
　

　水利組合と西島ため池協議会

　「水利組合」は農地の利水を確保し、水利維持の下水道が未整備で農地に影響を与える住宅や工場の
排水に関して承認の諾否を審査したりする数十の小規模の農家の会からなる組合。農地に水を供給する
池を管理し、田植えシーズンには水が安定して田圃に入るように制御する。
　「西島ため池協議会」は、平成 14 年（2002）に発足し、先人から与えられた地域の財産として守る
とともに、子孫に伝える役割を担っている。ため池に生息するオニバスの観察、レンコン堀りなどのイ
ベントを通じ、啓蒙活動を行っている。

　【西島水利組合】
　納戸池：西島字東原…新幹線の北側
　切池：西島字東原…JR 線の北側
　下切池：西島字東原…納戸池の北側
　皿池：西島字原田…中学校の東側
　上池：西島字原田…中学校から明姫幹線を挟んで北側
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　新池：西島字原田…皿池の東（中学校の東の皿池のさらに東）
　大池：西島字大池の下…中学校の西と明姫幹線を挟んで北側（明姫幹線で分割され 2 つになった）
　【江井島ため池協議会】
　皿池：江井島字皿池…大西脳外科病院の北東の明姫幹線を挟んだ 2 つの池（同）
　谷池：江井島字谷池…江井ヶ島駅の北東でプライム江井島の東
　
　鳴池記念碑

　県道大久保江井島線の江井ヶ島から約 1㎞北の皿池の西側にある。明治 34 年（1901）建立。鳴池
は松陰新田の北部にあり、森田と和坂 2 村の共有の灌漑用池であった。文政 8 年（1825）、水不足に
悩んでいた東江井、西江井、東嶋の三か村が着目し、西浦邉組の大庄屋田中源左衛門と東江井村の庄屋
木下小右衛門が相談し、西江井村の庄屋田中三右衛門と東嶋村の庄屋橘宇右衛門に呼びかけて、鳴池の
水を自分たちの田に水を引く計画を立てた。
　三か村の労働力により和坂村の沢

さわのいけ

池（沢の池とも）を改修し、代わりに鳴池の水を貰うと言うものだっ
た。その結果、鳴池の水はここに流れるようになった。
　先人を讃えて後世に伝えるためにいきさつを記録した碑を建てた。
　
「鳴池記念碑の碑文内容」

　天祖穀種（てんそこくだね）ヲ以（もっ）テ庶民ニ賚（たま）ヒテ曰（いわ）ク、蒼生（そうせい）
ハ食シテ以（もっ）テ活（い）ク可（べ）キ者ナリト。乃（すなわ）チ親シク稲ヲ天ノ狹田（きょうでん）
ニ藝（うえ）ウ。是（これ）ニ因（よ）リ、豊葦原（とよあしはら）水（瑞）穂乃稱（みずほのしょ
う）有リ。
　崇神天皇（すうじんてんのう）依（より）網ノ池ヲ作リ、垂仁天皇（すいにんてんのう）皇子ニ
命ジテ茅淳（ちぬ）ノ池ヲ作ル。爾来（じらい）池洫溝渠之事（ちきょくこうきょのこと）歴朝（れ
きちょう）ノ史ニ跡ヲ絶タズ。
　元々（げんげん）ヲ覆育（ふくいく）シ、黎庶（れいしょ）ヲ愛養シ仁風（じんぷう）恵雨（えう）、
八紘（はっこう）ニ洽（あまね）シ。衆庶（しゅうしょ）徳ヲ仰グ、洵（まこと）ニ農ハ国家之大
本ニシテ、経国（けいこく）之財源也。後世牧民之職タル邑宰（ゆうさい）里正（りせい）ニシテ
荀（いやしく）モ其ノ務ヲ知ル者ハ、必ズ力ヲ植田水利ニ用フ。而（しか）シテ能（よ）ク公益ヲ
後世ニ胎（のこ）シテ護（まも）ル可カラザル者。世ニ其レ幾人有ル也。　
　我ガ郡、松陰新田村字鳴池ニ上下ニ有リ。上池ハ反別（たんべつ）三町（ちょう）壱反（たん）四畝（せ）
六歩（ぶ）、下池は五町壱反七畝、舊（もと）森田、和阪ニ村共有池ニ係（つなが）ル池、和阪村ヲ距（は
か）ルコト最モ遠シ、且（かつ）地勢灌漑ニ便ナラズ。民、之（これ）ニ困ルコト年久（としひさ）シ。
　西浦邊組（にしうらべぐみ）、東西江井、東嶋三村、固（もと）ヨリ水利ニ乏シク、又瀦水池（ちょ
すいいけ）溝少シ、旬日（じゅんじつ）雨無ク即チ水田旱涸（かんこ）シ、三旬（さんじゅん）雨
無クバ即チ、田疇亀裂（でんちゅうきれつ）シ、野ニ生色無シ、田畯（でんしゅん）、農夫隴畝（ろ
うほ）ニ相吊シ、婦女室ニ嘆ク、斯（か）クノ若（ごと）キ者、数十年ナリ。
　東江井里正（りせい）、木下小右衛門之ヲ憂（うれ）ヒ、画策スルコト数年、文政八年乙酉（きの
ととり）、小右衛門　西浦邊大里正、田中源左衛門、西江井里正、田中三右衛門、東嶋里正、橘宇右
衛門ト議（はか）リ、百方救済之方ヲ圖（はか）ル。
　小右衛門、鳴池ノ灌漑（かんがい）、和坂村ニ便ナラザルヲ稔知ス、因（よ）ッテ東西江井、東島、
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三村之民力ヲ以テ、和坂村澤之池、深サ三尺ヲ浚（さら）ヒ、其ノ土ヲ畚（ほん）シ、其ノ堤防ヲ層築シ、
工事竣之日、和阪村鳴池ノ所有権ヲ以テ、三村ニ譲與（じょうよ）センコトヲ詢（はか）ル。森田、
和坂ニ村民之ヲ諾（だく）ス。是ニ於テ、小右衛門、源左衛門等、三村ノ民ヲ挙ゲテ ? 夜（しんや）
督勵（とくれい）シ、耶兪（やゆ）ヲ措据（そきょ）シ、工事漸（ようや）ク竣ス。
　和坂村民ニ會スルニ、異議ヲ構成シ、其ノ然諾（ぜんだく）ヲ履（ふ）マズ、物論喧擾（ぶつろ
んけんじょう）ス、是ニ於テ四里正（よんりせい）和坂里正、伊藤彌衛門等ト、相與ニ叱咤調停シ、
遂ニ舊約（きゅうやく）ヲ履行スルコトヲ得是レ自リ後、鳴池ノ二池ハ、永ク森田村、東江井村、
西江井村、東島村之共有池ト為ル。
　爾来始メテ旱害（かんがい）ヲ免（まぬ）カル。今ニ至ルモ民、其ノ慶（よろこび）ニ頼ルハ、實ニ、
四里正之力也。後七十七年、明治辛丑（かのとうし）、大久保村内江井島取締役、林吉左衛門主唱シ、
四里正ノ為ニ、石ヲ建テ功ヲ勒（ろく）セントス。大久保村長、　永田與三吉之ヲ賛奨ス。
　江井島協議委員、衆ト議シ、其ノ功績ヲ勒（ろく）シテ、碑ヲ茲ニ建テ、以テ之ヲ不朽ニ傳（つた）
ヘ、併セテ農業ヲ奨励セント云フ。

明治三十四年　　　　　明石　梁田邦彦　書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石工　前川　政吉

裏面
　明治参拾四年九月五日　建之
　　建碑主　大久保村内江井島村
　　　　主唱者　同村取締役　林　吉左衛門
　　　　　　　　　　　　　　永田　與三吉
　　　　　　　　　　　　　　田中　源太郎

側面　
　協議員　田中　源右衛門
　　同　　田中　源三郎
　　同　　卜部　兵吉
　　同　　坂本　友市
　　同　　坂口　政五郎
　　同　　松野　松之助
　　同　　日置　善右衛門
　　同　　木下　利平治
　　同　　木下　熊次郎

森田村代表　諸申請人　　橋本　圓次郎
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　寛政池紀功碑

　江井島中学校の北西。明姫幹線（国道 250 号線）の北側の大池の北辺。
　西島村、中尾村、森村、長坂寺村の 4 か村 77 町歩（9,917㎡）は長谷池（ながたにいけ）、皿池、
大池に灌漑用水を持っていたが林崎掘割とその延長の大久保掘割、瀬戸川からの庄内掘割からの水で、
いずれの掘割からも遠く常に水不足であった
　寛政 11 年（1799）秋に、大旱魃のため領内は 1 万石の減収であった。明石藩では領内の豪商や豪
農 18 人から 1 万両の寄付を得て、川池の土木工事を行う事とした。
　郡代官所が西島村、中尾村、森村に農業用水池造成計画を命じ西島村庄屋卜部太郎兵衛は森村庄屋西
海六右衛門、中尾村庄屋丸尾徳兵衛や村々の年寄りらと共に、魚住の瀬戸川上流で清水の北方の神戸
市西区岩岡町秋田に堰止湖の新池案を提出、長谷池まで延々と掘割を作り着工後 7 か月後に完成した。
工事費は銀 21 貫 550 匁であった。
　寛政 12 年（1800）に完成したことで「寛政池」と名付けられ、後年の明治 26 年（1893）には旱
魃が襲ったがこの 3 か村は水不足に悩まされることはなかった。
　寛政池は神戸市北区岩岡町故郷字寛政池にあり、寛政池から出水後、下記の流れで西島に到着する。
　寛政池⇒瀬戸川⇒庄内掘割⇒長谷池、皿池、大池の 3 池が最終。寛政池から瀬戸川には山川下池、
瀬戸川から庄内掘割には平池、庄内掘割の途中には平蔵池、尻の池、皿池に水を供給、庄内掘割から分
水するため魚住町内の山川下池から皿池までの池に供給している。
　有志が明治 27 年（1894）に先人の功績をたたえ土台を含む高さ 2.6 ｍのこの碑を建立した。 
　
　「寛政池紀功碑の碑文内容」
　播州明石郡西島　森　中尾の三村に旧（もと）三池あり。　
曰（いわ）く長谷池　大池　皿池なり　しかれども　その
水甚（はなはだ）しくは饒（おお）からず。故に少し旱（ひ
で）れば　即ち年穀登（みの）らず　村民憂えること尚（ひ
さ）し。
　西島村卜部太郎兵衛という者あり、森村西海六右衛門氏　
中尾村丸尾徳兵衛氏と相謀（あいはか）る。
　よって　本郡秋田村の山壑（さんがく・山と谷）に新し
く一大池を造る　その池は三面みな山なり。一面に巨堤を
築き　もって水を蓄える。
　その堤の長さ百二十間（218 ｍ）堤基の幅二十五間（45
ｍ）三村距（へだ）つること二里余（7.9 ｋｍ）　長渠（ちょ
うきょ・長い用水路）鑿（うが）ちてこれを引く。
　その水三池で合して、三村の田に漑（そそ）ぐ。寛政池と言う。その寛政一二年庚申になるをもって
なり。
　君の二氏とこれ拳を創（はじ）むるや、首（はじめ）に明石城主　松平候に申請す。また三村の民に
諮詢（しじゅん・相談）す。
　侯はしばしば吏員を遣し、これを検じ、ついに許す。その村民に請うる。また、みなこれを賛しもっ
て奏功に至る。
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　その費鉅万（きょまん）にして、候（こう）の賜（たま）うところの役夫　口米また若干の石池はす
でになり、村民大いに悦ぶ。
　文化七年庚午の加古郡二見村と水議紛糾す。君江戸　大阪に赴き吏員と往復弁理す。
　十六年を閲（けみ）して、事すなわち平らに　苦（かんく）備（つぶさ）に至る村民ますます安堵す。
　君　かつて　本村の村長をもって森村の村長を兼ね　その勤労を持ってすでに褒賞を拝す。また、寛
政池褒賞の典を辱（かたじ）けなくあるに至る。
　文政四年辛巳年七月廿九日歿す。享年六十五、法謚（ほうじ）「我覚起蝶居士」。
　明治廿六年夏大（おおい）に旱（かん）し。各村飢を告ぐ、しこうして三村は旱（ひでり）を知らず。
村民はいよいよますます寛政池の貴きを知るなり。
　有志諸彦（しょげん・皆さん）相謀り一大碑を大池北岸に立てんと欲す。君が二氏との偉功を不朽に
たるるなり。雲をしてこれに銘せしむ。
　　銘に曰く
　　　崢嶸（そうこう）たるその山
　　　旺洋（おうよう）たるその水
　　　そそぎ涸（か）れず
　　　三村ここに倚（よ）る
　　　惟れ誠　惟れ実
　　　以ってこの功をなす
　　　寛政の池
　　　遺沢（いたく）窮（きわま）り無からん

　　　明治二十七年四月
　　　
　　　亀山雲平撰文
　　　愛石環享篆額并書
　　　（原文は漢文　読み下し文：大西昌一氏）

　江井ヶ島海水浴場

　江井ヶ島は漁港に加え、夏は海水浴場としても多くの人が楽しんだ場所でもある。神戸新聞の旗が翻
り、海の家があって賑わっていたが、昨今は安全性を重視する明石市が一般開放を許可しない海となっ
てしまった。
　昔、プールが小学校にない時代、江井島小学校の初夏の恒例行事に水泳教室の授業があった。
　当日は「いのちふだ」と称した「かまぼこ板」の表に氏名を書いて持参、海に入るときは表に向け、上っ
てきたら裏向けにして、お互いの確認をした。
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　【資料1】

江井ヶ島港の昔〜昭和59年の座談会記録
　昭和 59 年（1984）にふるさと文化を学ぶ会主催の「港のお話を聞く会」がコミセンであった。「島
のみゝぶくろ昭和 60 年夏号 No.5」に先人の座談会の記録がある。
　出席者は東島 4 人、西島 2 人、東江 1 人で明治 36 年生まれから大正 5 年までの男 6 人、女 1 人の 7 人。
　抜粋して一部要約する。会話は原文の言い回しの意図を失うことなく一部読みやすくした。カッコは
編者の参考コメント。

　「私たちは、船乗りで大正以前は皆、商い船で土地、土地で物を買って、それを売りに行って商いを
していました」。
　「瀬戸物だったら「大蔵谷の瀬戸物」と言って買って来て、ここで商いをしていたのです」。
　「その頃の船は帆ですから、風の都合で浜に寄れないことがあり、それでは便利が悪いということで
酒造会社が力を入れて港が出来ました」。
　「大正 2・3 年、卜部兵吉さんの尽力によっ
てできたと聞いています。工事は八木の木村
兵太郎さんが、西江の大西松次郎さんが県と
設計や資金などの話を私がつけたと言うのを
聞いたことがあります」。

　「その頃、赤根川は東島の墓地の南側を東の方へ流れており、その川の流れを、まっすぐに変え、元
の川尻を利用して港にしたわけです」。

（P.10 の左の地図と P.19 の絵図参照）
　「港に " よろよろ橋 " 言う吊り橋がありました。
橋は今もありますけれど、船の入るときに、始め
は巻いて上げていました。人が歩くと揺れるので
そう言っていました」。（写真：現在の " よろよろ
橋 "）
　「川尻を港にしたために、川の向こう側が島に
なってしまい、そこに家が 2、3 軒ありましたの
で橋を作ったのです。あそこに一抱えもする松が
ありました」。
　（この松は「卜部昌行家文書」の「四・覚」に「屋敷境内ﾆ松之古木壱本御座候、世間ﾆ市場之松与申候」 
と記載がある。意：屋敷の中に古い松の木が 1 本あって、世間では市場の松と言っている）
　「川だったので我家の前なんか土手でした。そこを港にして道を作りました」。
　「道は狭く馬を留めていると小さな自動車が通るといっぱいでした。今の道は港に船がなくなってか

（編注：江井島港の改修は明石郡長の勧めと江
井ヶ島酒造協会の発起によって「港湾改修期
成同盟」が結成され大正 4 年 6 月に完成した。
明石市史・下）

『資 料 集』
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ら港を埋めて道幅を拡げたのです」。
　「話を戻しますと港が出来ると、今までは商い船でありましたが、地場産業の発達に伴い、荷を運ぶ
専門の海運業としての組織が出来てきました。盛航組というのがありました。また「かぶしき」もだん
だん大きくなってきました」。
　「積荷は酒、瓦が主で阪神間に運んでいました。一方、帰路は瓦業者の燃料として松葉や各家庭用の
薪としてのクヌギ、酒樽を造る竹、木は吉野の木で堺から運びました。また酒用のお米を神戸から 5
斗入り 7 斗入りのドンゴロスを運んでいます」。
　「南京米と言う米を運びましたが、あれは中国の米と違いますか。昭和のかかりに会社が焼酎を生産
し始めたから、それ用に来たのでしょう。赤あかとしていました」。
　「港は大正 8・9 年（1919・20）青

ちんたお

島戦争（第一世界大戦 1914 年〜 18）が済んでワッと景気が良
くなりました。港に一番沢山船があった時期は大正 11 年頃で 25 隻もありました」。
　「その頃は漁師よりも景気が良いということでドォッと船乗りが増えたものです」。
　「私は 17・8 歳で、「かぶしき」の船に乗って月給が 8 円でした。米が 1 升 16 銭位で 10 円あれば
十分暮らせました」。
　「帆前船から機械船になり、江井ヶ嶋酒造が作った「萩丸」が最初でした。次が合名（茨木酒造の意）
の清兵衛さんの「神泉丸」でした。船持ちが皆、酒屋さんですから「萩正宗」とか「天啓」とか酒の銘
柄が船名についていました。個人では笹吉丸 30 トンくらいの船で昭和 2 年でした」。

　【資料2】

「江井ヶ島」と「江井島」の表記状況
　「えいがしま」の表記は混在していることは既に述べたが、どのような場所、職種で使われているか
を調査したものである。
　
　左側が「江井ヶ島（または西江井ヶ島）」、右側が「江井島（または西江井島）」」の表記
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　公的機関は「江井島」が多く見受けられる。しかし県道の橋梁、明姫幹線両方とも道路標示の表記、
たこバスのルート表記に「江井ヶ島」となっている。準公共的企業の関西電力は「江井島」、郵便局、
大阪ガスとＮＴＴは「江井ヶ島」を使用。
　兵庫県営住宅では団地名は「江井島」であるが、駐車場の案内看板は「江井ヶ島」を使用、このこと
から市と県は正式場所の使用には「江井島」、国及びそれに準じる団体は「江井ヶ島」と言えるのでは
ないか。
　しかし県の事業でありながら 17 番のような「江井ヶ島」プレートがあるのが面白い。
江井ヶ嶋漁協は法人看板とのビル 2 階の南向き表記の違い（表の 13/ 注 1）、しかし江井ヶ島漁協の法
人登記は「嶋」でなく「島」である。大西新聞舗も同様のケースが見受けられた。
興味を惹いたのは「ながさわ」の看板で表示板に 3 店の案内表記があるが「江井島」と「江井ヶ島」
が混在している（表の 20 と 21/ 注 2）。
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　　【資料3】

現在の江井ヶ島小学校区の概要
① 「小学校の区域」

大久保南小学校が平成 11 年 4 月 1 日に開校したことで校区の北部が変更になり現在は下記の通り
（明石市教育委員会）〈カッコは枝番〉
「明石市大久保町江井島」
1 〜 1188、1190〈5〉、1194 〜 1196、1204〈3〉、1205、1206、1208、1209〈3〉、1210
〜 1218、1219〈1 〜 4〉、1220 〜 1304、1462 〜 1468、1480 〜 1630、1673 〜 1795。

「明石市大久保町西島」の全域
「明石市魚住町金ケ崎」
2 〜 62、71 〜 151、419、427 〜 631、813 〜 817、819、823 〜 1069。

② 「世帯数と人口」（明石市発行の「統計季報あかし 2014-4　No.171」） 
世帯数：6,371 世帯、人口は男 7,708 人、女 8,129 人、計 15,837 人。

③ 自治会名（1 〜 10 は地域自治会、11 〜 22 は集合住宅自治会）（22 自治会）
　1. 江井前
　2. 東江井
　3. 西江井
　4. 菱重
　5. 柳井
　6. 赤根川
　7. 東島
　8. 西島
　9. 大歳

　10. ワコーレノイエ江井ヶ島フィールズ
　11. 第 2 鉄筋県住
　12. エクセランス大久保
　13. ライオンズマンション明石江井ヶ島
　14. サンシティ明石江井ヶ島Ｉ
　15. サンシティ明石江井ヶ島Ⅱ
　16. サンシティ明石江井ヶ島南
　17. リベール明石江井ヶ島Ⅰ
　18. リベール明石江井ヶ島Ⅱ
　19. リベール明石江井ヶ島Ⅲ
　20. ロイヤルアーク明石江井ヶ島
　21. プレステージ明石大久保Ⅴ
　22. アルファステイツ明石大久保。

④ 「字
あざ

」は町村内の区画の名で大
おおあざ

字と小
こ あ ざ

字があり、普通には後者を単に「字」と言う。町や村の中をさ
らに小さく分けた区分で、通常には使われることは少ないが、土地の謂

いわ

れや特徴を表している。又、
該当する土地の成り立ちの参考として用いられることが多い。土地の不動産登記に表記されている。



54

江井島の小字（26小字）

（住居地を中心とした概ねの場所であり、若干の差異があることを承知願いたい）
「あ行」池

いけ

の下
した

：プレステージ江井島駅前Ⅱ、菱重付近
羽
う

の池
いけ

（はねのいけとも）：日工本社付近
江
え い

井：太陽酒造付近
江
え い う し ろ

井後：浜国の江井島の信号東のみわシャディサラダ間付近
江
え い ま え

井前：日工の南、県住付近
池
いけ

の内
うち

：EH ステイツ、Vivace 江井島付近
「か行」蟹

かにがいけ

池：江井ヶ島大久保線と明姫幹線交差より西側付近
上
かみふたまた

二又：大久保大和会館南の JR 線の南側
鴨
かもいけ

池：アイクスコート、江井島保育所付近
北
きたいけした

池下：江井ヶ島大久保線のプライム江井ヶ島、旭光電機付近
北
きたなか

中スカ：大西脳神経病院の東側で明姫幹線の南付近
北
きたばた

端：県道江井島大久保線で新幹線北の大西脳神経病院付近
「さ行」皿

ざらいけ

池：県道江井島大久保線で明姫幹線と交わる東北の皿池付近
島
しま

：定善寺付近
下
しもふたまた

二又：福田保育園、久商、大久保スカイハイツまで
「た行」谷

たにいけ

池：菱重の東側の谷池付近
辻
つ じ が は な

ヶ鼻：柳井へ行く山陽電車の踏切東の神戸電機産業付近
「な行」西

にしつじがはな

辻ヶ鼻：浜国の江井ヶ島の信号付近
中
なか

スカ：山陽新幹線と明姫幹線の間付近
「ま行」道

みちした

下：ロイヤルアーク明石江井ヶ島付近
三
み つ や

ツ矢：県道江井島大久保線で明姫幹線の北付近
南
みなみなか

中スカ：市民農園、グリーンファーム付近
村
むらきた

北：東島、西江井の境界六差路南西付近
「や行」安

やすゆき

行：明姫幹線と赤根川の交わる付近
柳
や な い ま え

井前：辻ヶ鼻の北側でセゾン江井ヶ島付近
「ら行」陸

り く の あ と

ノ後：六差路の北付近

西島の小字（19）
「あ行」居

い や し き

屋敷：赤根川河口西のながさわの西付近
大
おおいけのした

池ノ下：山陽電車の北で大池がありアルファステイツ明石大久保付近
大
おおとし

歳：江井ヶ嶋酒造の西側で中尾と接するところより東
大
おおはら

原：リベール明石江井ヶ島Ⅰ付近
「か行」上

かみ

カジヤ：赤根川自治会付近
北
き た が い ち

カ市：浜国のエクセランス大久保から南側付近
「さ行」下

しも

カジヤ：江井島小学校付近
「た行」高

た か み

見：山陽電車西江井島駅北側付近
出
で ば り

張：魚住城址公園、こども広場付近



55

天
てんじん

神：浜国沿い西嶋天満宮、出光ガソリンスタンドから南付近
「な行」中

なか

スジ：A コープから南北付近
並
なみいけ

池：江井ヶ嶋酒造の北付近
「は行」原

は ら だ

田：江井島中学校から東付近
東
ひがしはら

原：プレステージ明石大久保Ⅴの南側から赤根川自治会の手前付近
「ま行」南

みなみのまえ

ノ前：森の墓地南北付近
向
む か い

井：サンシティⅠ､ Ⅱ付近
物
ものもり

森：中友酒店付近
森
もりにし

西：浜国ＮＴＴ、西江井島病院付近
「や行」薮

や ぶ の し た

ノ下：極楽寺の北側、江井ヶ嶋酒造東側付近

柳井の小字（5）
「あ行」雨

うりゅう

流（あめながれとも）：明幹沿い北側付近
「さ行」嶋

しまみち

道：喫茶トゥモロー付近
「た行」堂

どうどううえ

々上：喫茶トゥモローの西側の道より西付近
「ま行」宮

みやうら

浦：柳井住吉社付近
「や行」柳

や な い や し き

井屋敷：新幹線の南北で赤根川の西付近
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おことわり

　全体の資料は出典文献を参考にしたものが大半であるが、出典の中に出てくる古文書は出来る限り原
典の確認をした。但し多くの資料から編集したものであり、充実させるためには、多くの文献と地域の
郷土研究家の資料をお持ちの方の評論を期待するものである。
　尚、同一の事案で複数の出典で違った見解のある場合は客観的に評価できる方を採用したが両論を併
記したものもある。
　固有名詞、古体字等は出来る限り原典を尊重した為に、今では使用されていない、或は適していない
字を用いている場合がある。
　「江井島」「江井ヶ島」及び「江井ヶ嶋」の記述については原則として「江井ヶ島」を使用し「江井島」
と「江井ヶ嶋」は既に固有的に使われている場合や文献として使われている場合はそのまま使用したが、
一部「江井ヶ島」に修正して使用した所もある。
　「嶋」「西嶋」「東嶋」を使用している場合は使用されていた文献の記述通りに記載した。

【参考文献】
 （1）「地名でたどる小さな歴史」及び「同Ⅱ」（橘川真一 / 神戸新聞総合出版センター）
 （2）「明石の史跡」（橘川真一 / 明石芸術文化センター）
 （3）「新明石の史跡」（石田善人 / 明石芸術文化センター）
 （4）「戦乱に揺れた明石」（明石中世史編纂委員会 / 明石市生涯学習センター）
 （5）「兵庫ふるさと散歩・東播編」（兵庫ふるさと散歩編集委員会）
 （6）「兵庫史探訪」（NHK 神戸放送局）
 （7）「兵庫県の大字名全解」（片岡善亀 / 兵庫県地名研究会出版部）
 （8）「江井島小学校 100 年の歩み」（江井島小学校百年記念事業委員会）
 （9）「明石名勝故事談」（橋本関雪 / 中央印刷 11 冊の復刻版）

（10）「なきすみ物語」（うおずみん・ふるさと創生プロジェクト）
（11）「明石市史」上巻（明石市役所）
（12）「広辞苑」第 6 版（岩波書店）
（13）百科事典「マイペディア」（平凡社）
（14）「兵庫県の地名Ⅱ・日本歴史地名大系」（平凡社） 
（15）「角川日本地名大辞典・兵庫県」（角川書店）
（16）「兵庫の鉄道全駅」（神戸新聞出版センター）
（17）「山陽電気鉄道 100 年史」（山陽電気鉄道（株））
（18）「山陽電車　駅と沿線 100 年の旅」（神戸新聞総合出版センター）
（19）「神戸銀行小史」（（株）神戸銀行行史編纂委委員）
（20）「さらに日々新しく / 日新信用金庫 20 年の歩み」（日新信用金庫）
（21）「明石のオンリーワン企業」（明石市商工労務課）
（22）「神戸新聞 NEXT」
（23）講座「明石城史」（明石城史編さん実行委員会・明石市教育委員会）
（24）「島のみゝぶくろ / 改訂増版・平成 12」（ふるさとの文化を学ぶ会 / ふるさと茜の会）
（25）「In the pontoon bridge(Karano.exblog.jp/21836980/)（写真）
（26）「日本史事典」3 訂版（旺文社）
（27）「明石市史資料（近世篇）第 6 集（黒田義隆 / 明石市教育委員会）
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（28）「明石市史資料」（古代・中世編）第 5 集（明石市教育委員会）
（29）「明石風土記」（黒田義隆）
（30）「明石藩略史」（黒田義隆 / 明石葵会）
（31）「江井ヶ嶋酒造（株）80 年史」（同社社史編纂委員会 / 江井ヶ嶋酒造）
（32）「兵庫国道事務所」国土交通省近畿地方整備局の HP
（33）「兵庫県地名大辞典」（竹田理三遍 / 角川書店）
（34）「明石市史」下巻（明石市役所）
（35）「発掘された明石の歴史展 / 明石の古代」（明石市立博物館企画展パンフレット）
（36）「あかし文化遺産」（明石市地域文化財普及・活用事業実行委員会・明石市）
（37）「あかしのため池」（明石市教育委員会）
（38）「明

あ か し お お と

石大門 35」（明石ペンクラブ）
（39）「創生」12 号（明石文化芸術創生財団） 
（40）「展示解説シート・畿内への入り口・明石」（明石市立文化博物館リーフレット）
（41）「魚住泊の位置と年代」（春成秀爾、工藤雄一郎、稲原昭嘉 / 国立歴史民俗博物館研究報告第 190 集）
（42）「まぼろしの銘酒赤石」（森川進 / 明石市芸術文化センター）
（43）「醸造年鑑」昭和 32 年度版（週刊醸造所新聞社）
（44）「統計季報あかし 2014-4」No.171（編集：明石市総務部情報管理課統計係）
（45）「ロマンあふれる街明石」（明石観光協会）
（46）「名

な き す み

寸隅の記『国語教育を素朴に語る』」
（47）「1959　明石商工観光名鑑」（明石商工会議所編集 / 明石商工会議所・明石観光協会・明石市）

明石記は享保年間（1716 〜 36）
采邑私記は享保年間（1616 〜 36）、一部で元禄年間（1688 〜 1704）説
播州名所巡覧図絵は享和 3 年（1803）の作成。
金波斜陽は享保年間頃作成の明石地誌 
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【あとがき】

　江井ヶ島は歴史も古く、穏やかな気候で東に淡路島、西には家島群島などがあ

り、美しい瀬戸内海の眺望を見ることができる。この美しい自然の中、先人たち

が今も変わらぬ風景を見ながら織りなした歴史に思いを馳せ、地域の新たな歴史

の発見のヒントとしてお役に立てればと思う。歴史は私たちに過去と今と将来を

つなぐもので、新たな発見は歴史の継承者になりうるもの。多くの方が歴史の発

見者となられることを希望する。

　なお、さらに充実を図るために多くのご意見やご要望により良いものに仕上が

ることを期待する。

　

　最後にこの冊子を作成するにあたり取材を快く受けて頂き、また多くの助言を

頂いた関係者に衷心よりお礼を申上げます。

　

　　　「えいがしま　歴史まちあるき」
発　行　　平成 30 年（2018）3 月 31 日　
編集者　　江井ヶ島文化遺産冊子作成委員会
　　　　　江井島まちづくり協議会
　　　　　明石市大久保町西島 252　
　　　　　　（江井島小学校区コミュニティ・センター内）
デザイン・制作　有限会社 アディスト 

＊ご意見等をお聞かせください。
　　　江井ヶ島文化遺産冊子作成委員会
　　　　（江井島小学校区コミュニティ・センター内）
　　　　電話・FAX　078-946-0149
　　　　電子メール　eigashimacc@yahoo.co.jp
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